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　実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077☎（41）9077

５2026

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　今がんばっていることは体育委員会の活動です。５年生
から所属しており、ことしは委員長としてみんなを引っ張っ
ていく立場になりました。委員長として、イベントの企画
や日々のグラウンド・体育倉庫の整備など、学校のみんな
が楽しく過ごせるように委員会活動に努めていきます。

井手口　莉
り

緒
お

さん
八幡小学校６年生

May
No.305

今月の表紙　　第 14 回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会第 14 回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会
　３月 20日の春分の日に、第 14回「清浦総理顕彰」あ
んずの丘マラソン大会が開催されました。市内外より、３
歳から86歳までの約750人が参加し、タイムを狙う人や、
風景を楽しみながら走る人など、思い思いのペースで大会
を楽しんでいました。
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●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

　市が発信する行政情報を
取得できます。
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問問子ども課　☎（43）1514

　米田保育園では、「生ごみリサ米田保育園では、「生ごみリサ
イクルによる土づくり」に取り組イクルによる土づくり」に取り組
み、元気な野菜づくりと病気に負み、元気な野菜づくりと病気に負
けない強い身体づくりを目指し、けない強い身体づくりを目指し、
自分たちの手で育てた野菜を収自分たちの手で育てた野菜を収

穫する喜び、命の循環を学ぶ中で、子どもたちは食へ穫する喜び、命の循環を学ぶ中で、子どもたちは食へ
の感謝と思いやりの心を育んでまいりました。長年にの感謝と思いやりの心を育んでまいりました。長年に
わたるこの積み重ねは、子どもたちと共に育ち合った、わたるこの積み重ねは、子どもたちと共に育ち合った、
かけがえのない日々であり、こうした活動を続けてこかけがえのない日々であり、こうした活動を続けてこ
られましたのもひとえにこれまでご尽力いただいた皆られましたのもひとえにこれまでご尽力いただいた皆
さまの温かいお力添えがあってこそだと思います。さまの温かいお力添えがあってこそだと思います。
　これまで 74 年の長きにわたり、本園の保育活動を　これまで 74 年の長きにわたり、本園の保育活動を
支えてくださいました保護者の皆さま、地域・関係者支えてくださいました保護者の皆さま、地域・関係者
の皆さま、そして歴代の職員の皆さまに、改めて深くの皆さま、そして歴代の職員の皆さまに、改めて深く
感謝申し上げます。感謝申し上げます。

　長年にわたってたくさんの子ど長年にわたってたくさんの子ど
もたちの笑顔を育んできたこの米もたちの笑顔を育んできたこの米
田保育園が閉園を迎えることに田保育園が閉園を迎えることに
は、寂しさで胸がいっぱいになりは、寂しさで胸がいっぱいになり
ますが、園庭や畑でのにぎやかなますが、園庭や畑でのにぎやかな
声も、愛情たっぷりの給食の味も、先生の皆さまのあ声も、愛情たっぷりの給食の味も、先生の皆さまのあ
たたかな眼差しも、すべてがここを巣立った全員の中たたかな眼差しも、すべてがここを巣立った全員の中
に大切に刻まれていることと思います。に大切に刻まれていることと思います。
　今まで米田保育園で過ごさせていただいたこと、た　今まで米田保育園で過ごさせていただいたこと、た
くさんの愛情と優しさで育てていただいた先生の皆さくさんの愛情と優しさで育てていただいた先生の皆さ
ま、あたたかく見守ってくださった地域の皆さまと保ま、あたたかく見守ってくださった地域の皆さまと保
護者の皆さま、関わってくださったすべての人に感謝護者の皆さま、関わってくださったすべての人に感謝
申し上げます。これからも米田保育園に通っていたこ申し上げます。これからも米田保育園に通っていたこ
とに誇りを持って、子どもたちが過ごしていくことをとに誇りを持って、子どもたちが過ごしていくことを
願います。願います。

田中 ゆかり田中 ゆかりさんさん 園長 古家 古家 真真
ま こ とま こ と

さんさん 保護者会長

1米田保育園園舎2田中園長から1米田保育園園舎2田中園長から
阿蘇品阿蘇品貴貴

たかたか

司司
しし

副市長へ園旗の返還副市長へ園旗の返還
3園児によるお別れの歌3園児によるお別れの歌
4記念の風船飛ばし5集合写真4記念の風船飛ばし5集合写真
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≪適用開始時期≫
　令和8年 4月 1日より適用開始
≪第 2 子保育料無償化の対象者≫
　①0歳～ 2歳の子どもであること
　②山鹿市内に住所を有し、居住していること
　③22歳以下の子どもが2人以上いる家庭であること
　④山鹿市から「保育の必要性の認定」を受けていること

　詳しくは山鹿市ホームページを
　ご覧ください。

問子ども課　☎(43)1514
「第 2 子保育料の無償化」令和 8 年度から開始！！「第 2 子保育料の無償化」令和 8 年度から開始！！

　令和 8年度より、22 歳以下の子どもが 2人以上いる家庭の第 2子以降の保育料を無償化します。（認可外保育
施設など含む）
≪これまでの取り組み≫
　◦保育園・認定こども園など
　　18歳以下の子どもが3人以上いる家庭の第3子以降について、保育料および副食費の無償化を実施
　◦認可外保育施設など
　　住民税非課税世帯の0歳～ 2歳児を対象に、保育料の無償化（月額４万２千円上限）を実施
≪令和 8 年度からの変更点≫
　◦保育園・認定こども園など

対象条件 保育料
第2子 22歳以下の子どもが2人以上いる家庭（0歳～ 2歳） 無償（令和8年度～）

　　※第2子の副食費については、無償化の対象外となります。
　　※�本制度は令和8年 4月以降の保育料が対象です。令和7年度以前の保育料および現在滞納中の保育料は
　　　無償化の対象外となりますので、支払いをお願いします。
　◦認可外保育施設など

対象条件 補助額
第2子以降 22歳以下の子どもが2人以上いる家庭（0歳～ 2歳） 無償（月額４万２千円上限）

▲山鹿市
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　菊池川流域は熊本県北部を流れる菊池川に沿って広がる地域で、昔から米づくり
が盛んな場所です。菊池川流域の地形や地質には大きな特徴があります。かつての
火山活動によってもたらされた火山灰や火砕流の堆積物が地形を作り、上流にそび
える標高の高い山々から流れ出す川や地下水が、流域一帯の低地を潤しています。
これらの自然現象によって得られた低地の土は、水田に適した土壌となりました。
こうした自然の恵みに加えて、地域の人々が重ねてきた工夫や努力も、米づくりを
支える大きな力となっています。明治時代、菊池市七城町の一帯はぬかるんだ湿田
が広がり、人も家畜も入りにくい土地でした。そこで立ち上がったのが、「土地改
良の父」と呼ばれる冨

とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

（1848 ～ 1927）です。冨田は、田んぼの水はけの
悪さが収穫の差につながっていることに気づき、自らの手で改善に取り組みました。
湿った田の地下に青竹を敷き詰めて水の通り道をつくるという方法を試みたので
す。すると、ぬかるんでいた土地が徐々に乾き、耕作がやりやすくなりました。こ
の経験をもとに、冨田は後に留

とめ

井戸や水
すい

閘
こう

土管と
いった水を自在に調整できる仕組みである「冨田
式暗

あん

渠
きょ

排水技術」を考案し、数多くの湿田を米づ
くりに適した土地へと変えていったのです。
　菊池川がもたらす豊かな自然の恵みと、それを
生かそうと力を尽くしてきた先人たちの知恵と努
力の結晶が、今もこの地に息づいています。

深掘り！　菊池川流域日本遺産エピソード～伝説と文化をたずねて
　　　　　菊池川流域の自然連載第２回 問文化課　☎ (43)1651

冨田甚平記念碑

◀冨田式暗渠排水技術
　①フタを落とせば給水
　②フタを上げれば排水

菊池川流域
日本遺産協議会
ホームページ▶



 

生
活
情
報

5　2026.5　広報やまが

Q 1. 総合計画って何ですか？
A 山鹿市のまちづくりの「羅針盤」となる、市の最上位計画です。
 　�　山鹿市のすべての個別計画（子育て・福祉・農業・観光など）は、この総合計画を土台として進められます。また、
国や県の政策とも連携しながら、市民・事業者・行政が同じ方向を向いてまちの未来をつくるための共通の行動
指針です。

Q 2. 計画の構成と期間は？
A 「基本構想」＋「アクションプラン（前期・後期）」 の２本立てです。
					   
	

			 

		
　　�POINT：アクションプランは社会情勢の変化に対応するため、毎年度「３年先まで」を見直すローリング方式
を採用しています。

Q 3. 山鹿市が目指す未来の姿は？
A 未来ビジョンは、
　　「ずっと 住みたい 健幸都市 やまが」
 　�　人口減少という厳しい現実に向き合いながらも、山鹿市に住む人が
　  「ここに住んでよかった」と心から思えるまちを目指します。

Q 4. 目標を達成できたか、どうやって測るの？
A ２つの重要目標達成指標で測ります。
　　【表①：】

重要目標達成指標 現状（2024 年度） 目標（2029 年度）
🏘 人口の緩やかな減少抑制 現状の人口推移 可能な限り減少を抑制
💛 山鹿市に住み続けたいと思う市民の割合 65.7% 現状より上昇

 　� 65.7% は令和６年度市民アンケートの実績値です。

Q 5. 市役所の各部署の仕事と、この計画はどうつながっているの？
A 市のすべての部署・すべての事業が、この計画と紐づいています。

　例えば、「やまが和栗日本一プロジェクト」「産後ケア事業」「あいのりタクシー運行」など、皆さんの身近な事業が
すべてこの計画のもとで動いています。

Q 6. 市民として、何かできることはありますか？
A ぜひ、市民アンケートへのご協力と、まちづくりへの参加をお願いします！
　　📋 市民アンケート → 重要業績評価指数（KPI）の測定に活用します（毎年度実施予定）
　　🤝 地域活動・ボランティア → 施策 20「協働・コミュニティ」の目標達成に直結します
　　📱 やまがメイト・SNS のフォロー → 市の情報をいち早くお届けします
　　📌 計画の詳細はこちら
　　🌐 山鹿市ホームページ「第３次山鹿市総合計画」で全文公開中

▲山鹿市
　　総合計画

問政策調整課　☎(43)1112

山鹿市の未来を、みんなでつくる山鹿市の未来を、みんなでつくる
第３次山鹿市総合計画がスタートします！第３次山鹿市総合計画がスタートします！

        

        
  

  

 

  

 

基本構想　（８年間）2026 ～ 2033 年度

前期アクションプラン　（４年間）
2026（R8）～ 2029（R11）年度

後期アクションプラン　（４年間）
2030（R12）～ 2033（R15）年度

第３次山鹿市総合計画
（最上位計画）

毎年度の予算事業
（令和８年度〜）

市民の皆さんへの
サービス提供

各部各課の個別計画
（子育て・農業・観光・
福祉・防災 など）
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　今年度から、「第３次山鹿市総合計画」がスタートしました。この計画は、
本市が目指す将来の姿と、その実現のために必要な取り組みをまとめた、ま
ちづくりの羅針盤となる最上位計画であり、市民、事業者、行政が同じ方向
を向き、力を合わせて山鹿市の未来をつくるための共通の行動指針です。総
合計画では、本市の目指すべき未来ビジョンを「ずっと住みたい健幸都市 
やまが」と定めました。これは、市民にとっては「住み続けたい」まち、訪
れる人にとっては「住んでみたい」まち、そして多くの人から「選ばれる山
鹿」でありたいという決意の表れです。
　未来ビジョンの実現に向けて、５つのまちづくりのコンセプトを設定し、
合計 23の施策を展開していきます。令和８年度は、第３次山鹿市総合計画
に掲げる未来ビジョン実現のため、５つのまちづくりコンセプトに関連する
各種取り組みを推進していきます。

◆『「山鹿っ子」ICT・グローバル加速化』 プロジェクト
　グローバル化とデジタル化の進展に対応し、子どもたちの未来
社会を見据えて市内小中学校に ICT 支援員を配置し、ICT 機器な
どを活用した授業支援を推進します。また、小学 6年生向けの
Nintendo Switchを活用した山鹿版プログラミング学習を全校
で展開し、論理的思考力を育成します。さらに、小学校低学年で
は「FUN（ファン）タイム」と題し、外国語指導助手による英語
絵本の読み聞かせを行い、親しみやすい英語学習を促します。加
えて、幼稚園でも歌を通じて英語に触れる機会を提供し、英語へ
の興味を育てます。

山鹿市長　早田順
じゅん

一
いち

①彩り豊かな「ひと」を育むまち①彩り豊かな「ひと」を育むまち

②地域資源を生かし、「しごと」を生み出し、②地域資源を生かし、「しごと」を生み出し、
　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　「賑賑

に ぎ

わい」を創出するまちわい」を創出するまち
◆『山鹿ブランドを武器にした「アグリ・スタートアップ」支援』 プロジェクト
　農業担い手の不足を解消し維持・発展を図るため、新規就農者の育成・支援を強化します。国
の支援制度を活用し、49歳以下の新規独立就農者に経営開始資金などの支援を行うほか、市独
自の支援として令和8年度から鹿本地域担い手育成センター研修生に対し、国の就農準備資金に
上乗せ支援を実施します。また、農林業従事5年以内の人への機械導入費助成を行い、農林業へ
の定着化を図ります。さらに、スイカやお茶などの主要農産物の産地維持のため、関係団体と連
携して担い手確保などに取り組みます。

問
政
策
調
整
課　
☎︎（
43
）１
１
１
２

 

生
活
情
報

◆『豊前街道を中心とした「歴史的まちなみ再生・創業パッケージ」の展開』 プロジェクト
　豊前街道沿いの空き家や空き店舗の利活用を通じて、歴史的・文化的な街並みを守りながら、
新たなにぎわいを創出します。外観改修や内装工事を行う人に工事費の一部を助成するとともに、
若者や移住者が創業しやすい環境を整えるため、改修費用や家賃の一部を助成します。また、事
業承継の促進や商工団体による継続的な経営支援を行い、地
域商業の活性化を目指します。さらに、本市中心市街地の 20
年後の理想的な将来像と目指すべき方向性を示す「まちなか
グランドデザイン」では、令和 8年度に具体的なアクション
プランを策定し、令和 9年度から住民・行政・企業が連携し
て取り組む方向性を示します。これにより、豊前街道の景観
維持と新規開業を結び付け、地域の魅力を高め、市内外から
人を呼び込む流れを加速させていきます。

令
和
８
年
度
　
施
政
方
針

「
ず
っ
と 

住
み
た
い 

健
幸
都
市 

や
ま
が
」の
実
現
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◆�『子育て世帯配慮型「次世代住宅ストック」の形成と周辺交通環境の整備』 
プロジェクト
　県内への半導体関連企業進出や工業団地整備に伴う住宅需要に対応し、
移住定住を促進するため、老朽化した浦田団地について主に子育て世帯を
ターゲットとした再整備を行います。また、山鹿市中心部および旧町の中
心部周辺を対象とした民間住宅用地整備への補助を継続し、定住人口と住
宅供給を促進します。さらに、生活道路や上下水道施設の改良・耐震化を
計画的に進め、安全で快適な住環境を整えます。

③快適な「暮らし」を続けられるまち③快適な「暮らし」を続けられるまち

④支え合い健やかに過ごせる「健幸」なまち④支え合い健やかに過ごせる「健幸」なまち

◆『妊娠・出産から子育て期まで切れ目ない支援の展開』 プロジェクト
　子育て世帯の負担軽減を図るため、令和 8年度から第２子の保育料無償化を
実施します。加えて、国の交付金を活用し、令和８年度の小学校給食費の保護
者負担を０円にするとともに、物価高騰分を補助することで中学校給食費を据
え置きます。
　また、妊娠・出産・子育てに関する相談窓口を一元化し、切れ目なく寄り添
う支援体制を構築します。少子化対策として、不妊治療の助成対象を広げ、令
和８年度から保険内診療に加え先進医療も対象とし、それぞれ年度上限額５万
円を助成します。さらに、妊産婦健診や産後ケア事業などで母子の健康を支え
るとともに、子ども総合相談窓口で養育環境や障害などの相談を総合的に受け
付け、関係機関と連携した継続的な支援を行います。

⑤工夫しながら、わかりやすく、⑤工夫しながら、わかりやすく、
　　　　　　　　　　　あたたかい「サービス」を届けるまち　　　　　　　　　　　あたたかい「サービス」を届けるまち

◆公共施設予約システムの導入
　本市では公共施設の予約や使用料支払いが電話や来所に限定
されており、利用者への負担が課題となっています。これを改
善するため、パソコンやスマートフォンで空き状況の確認、予約、
支払いが可能なシステムを導入し、利便性の向上と業務効率化
を図ります。
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◆�「地域課題解決型『山鹿ソーシャルビジネス』の育成と協働推進」
プロジェクト
　人口減少に伴う地域課題を解決するため、女性起業家を含む地域
事業者を対象とした「やまが未来創造塾」を継続実施し、地域資源
や強みを生かした持続可能なビジネスモデルを創出する人材を育成
します。また、高校での連携講義を通じて、未来創造塾修了生と高
校生をつなぎ、地域への愛着を育む人材を育成します。さらに、市
内中高生向け「山鹿創生塾」を実施し、地元理解や郷土愛を深め、
若年層の地域定着と将来の担い手育成を推進します。



広報やまが　2026.5　8

 

生
活
情
報

贈
呈
に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
積
極

的
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
英
語
に
対
す

る
興
味
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
英
語
力
向

上
を
図
り
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年

生
）
の
児
童
へ
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
英
語
の
本

の
読
み
聞
か
せ
と
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は

歌
に
よ
り
英
語
に
触
れ
る
取
り
組
み
を

行
い
、
英
語
へ
の
興
味
・
関
心
を
も
た
せ
、

幼
少
期
か
ら
の
英
語
教
育
へ
の
意
欲
を

高
め
ま
す
。

●�
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
（
小
学

校
）

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
小
学
校
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

※�

不
足
分
は
、
学
校
給
食
費
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
で
対
応
し
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
本
年

度
の
主
な
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

教
育
支
援
の
充
実

●
不
登
校
対
策
事
業

　

不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、
授
業
を
は
じ

め
と
し
た
学
校
生
活
に
お
け
る
個
別
指

導
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
や
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
充
実
事
業

　

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
、
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

【
基
本
理
念
】

て
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、

担
当
教
諭
と
協
議
し
な
が
ら
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
事
業

　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有
す

る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
し
、
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
環
境
へ
働
き
か

け
る
こ
と
で
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

●
新
入
学
児
童
支
援
事
業

　

令
和
９
年
度
に
小
学
校
入
学
予
定
の

児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
就

学
時
検
診
の
際
に
、
保
護
者
へ
希
望
調
査

を
行
い
、
令
和
９
年
度
の
入
学
式
の
日
の

●�

学
校
給
食
費
物
価
高
騰
対
策
支
援

事
業
（
小
中
学
校
）

　

物
価
高
騰
に
よ
り
学
校
給
食
用
の
食

材
費
が
上
昇
す
る
中
、
安
定
し
た
栄
養
バ

ラ
ン
ス
お
よ
び
量
を
保
っ
た
学
校
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
国
の
重
要
支
援
地
方

交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
小
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
を
０
円
に
す
る
と
と
も

に
、
物
価
高
騰
分
を
補
助
す
る
こ
と
で
中

学
校
給
食
費
を
据
え
置
き
ま
す
。

●
学
校
給
食
施
設
再
編
整
備
事
業

　

老
朽
化
が
顕
著
な
学
校
給
食
施
設
に

つ
い
て
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
衛
生
面
強
化
お
よ
び
効
率
的
な

運
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
な

学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
建
設
し
ま
す
。

（
令
和
10
年
２
学
期
よ
り
供
用
開
始
）

対�

象
校
（
園
）　
八
幡
小
、
三
玉
小
、
大

道
小
、
鹿
本
小
、
め
の
だ
け
小
、
山
鹿

中
、
鹿
本
中
、
米
野
岳
中
、
山
鹿
幼
稚

園
、
か
も
と
稲
田
支
援
学
校
小
・
中
学

部
、
同
校
高
等
部　

※
山
鹿
小
（
令
和

14
年
追
加
予
定
）

学校給食共同調理場イメージ図

山鹿市教育委員会広報

第80号

ゆゆ
めめ
ーー

るる
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1396

E-ma i l : ksoh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

第
５
次　
山
鹿
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
８
年
度
～

 11
年
度
）

　
　
　
　
　
　

古い
に
し
へ人
に
学
び  

つ
な
が
り  

支
え
あ
う

　
　
　
　
　
“ 

ふ
る
さ
と
山
鹿
の
創
造 

”

【
基
本
理
念
】

プレゼントされるランドセル
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社
会
教
育
の
振
興

●
読
書
活
動
推
進
事
業

　

市
立
図
書
館
・
図
書
室
で
は
、
公
式
図

書
館
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
の
図
書
の
検
索
、
予
約
、
貸
し

出
し
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

移
動
図
書
館
車
は
、
自
治
公
民
館
や
幼
稚

園
・
保
育
園
・
小
学
校
な
ど
、
市
内
63
カ
所

を
巡
回
し
、
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
が
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
感

じ
、
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
「
生

涯
大
学
」「
生
涯
学
習
講
座
」「
自
主
講
座
」

を
開
設
し
ま
す
。
身
近
で
気
軽
に
学
べ
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
学
習

意
識
を
高
め
、
社
会
参
画
や
社
会
貢
献
活

動
に
つ
な
が
る
実
践
的
な
学
び
を
支
援
し

ま
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
「
地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
」
と

い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
や
学
校
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
て
「
早
寝
、
あ
い
さ
つ
、
朝
ご

は
ん
」
運
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
下

校
時
の
巡
回
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
大

会
な
ど
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
や
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
山
鹿
創
生
塾

　

山
鹿
の
次
世
代
を
担
う
中
学
生
や
高
校

生
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地

域
を
元
気
に
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
講
師

を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施

し
、
参
加
者
が
気
付
き
や
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●�

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
推
進
事
業

　

令
和
９
年
度
か
ら
全
て
の
中
学
校
部

活
動
を
休
日
に
地
域
展
開
（
移
行
）
す
る

こ
と
を
見
据
え
て
本
年
度
は
、
８
つ
の

種
目
（
野
球
、
剣
道
、
柔
道
、
吹
奏
楽
、

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

女
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
で
休
日

の
地
域
展
開
（
移
行
）
の
試
行
実
施
を
行

い
、
生
徒
が
自
分
の
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ

お
よ
び
文
化
芸
術
活
動
に
継
続
的
に
親

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

文
化
の
振
興

●
ふ
る
さ
と
山
鹿
歴
史
探
検
バ
ス
事
業

　
小
・
中
学
生
が
市
内
の
文
化
施
設
や

文
化
財
を
巡
る
こ
と
で
、
貴
重
な
文
化
遺

産
や
先
人
の
足
跡
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
発
見
や
学
び

に
つ
な
が
り
、
郷
土
愛
や
誇
り
に
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
博
物
館
展
示
事
業

　

本
市
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
企

画
展
示
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
夏
休

み
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体験教室（怪談と肝試し）の様子

生涯学習講座

山鹿創生塾

清浦記念館での見学
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　令和８年度予算が成立しましたので、その概要をお知らせします。
　詳しくは、山鹿市ホームページを確認ください。　 問財務課　☎(43)1119

　　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財源は、119.7 億円で、
全体の33.5㌫となっています。
　どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提供できるように、国が地方に代わって徴収し、分配する地方
交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や銀行などからの借入金（市債）などの依存財源が、237億円で、
全体の66.5㌫を占めています。

財源について財源について

予 算令和８年度

山鹿市一般会計予算　356 億 7 千万円

●議会費
議員の報酬や議会運営など

●民生費
高齢者や障がい者、子どもの福祉など

●農林水産業費
農業や林業の振興など

●土木費
道路、公園、市営住宅の維持など

●教育費
小中学校、生涯学習、スポーツ振興など

●総務費
地域公共交通の維持や地域のまつり、行政の情報化など

●衛生費
市民の健康や衛生的な生活環境の保持など

●商工費

▶商業振興対策事業
　4966万円
▶工業団地整備事業
　6億 4977万 2千円

●消防費
消防や災害対策など

●公債費

●その他

地方債（市の借金）の返済に
要する経費

災害復旧、基金積み立てなど

1 億 9790 万 8 千円（0.5㌫） 35 億 98 万 4 千円（9.8㌫）

123 億 1874 万 9 千円（34.5㌫） 25 億 2722 万 1 千円（7.1㌫）

22 億 3993 万円（6.3㌫） 11 億 6512 万 6 千円（3.3㌫）

16 億 3842 万 3 千円（4.6㌫） 12 億 636 万 6 千円（3.4㌫）

39 億 4793 万 9 千円（11.1㌫） 55 億 6207 万 3 千円（15.6㌫）

13 億 6528 万 1 千円（3.8㌫）

▶移住定住支援事業
　4658万 9千円
▶デジタル推進事業
　4012万 8千円

▶子ども医療費助成事業
　2億 1936万 4千円
▶育児用品購入助成事業
　756万円

▶母子保健事業
　4554万 7千円
▶がん対策推進事業
　8518万 5千円

▶農業担い手支援総合対策事業
　8982万 5千円
▶農産物生産振興事業
　3871万 8千円

商工業や観光の振興など

▶山鹿ビル解体事業
　1577万円
▶浦田団地再整備事業
　6430万 8千円

▶消防団運営費
　2億 574万 8千円
▶防災対策費
　1095万 5千円

▶学校給食施設再編整備事業
　11億 3237万 4千円
▶�給食費物価高騰対策支援事
業等
　1億 7174万円

（）内は構成比
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国民健康保険税・後期高齢者医療保険料のお知らせ

子ども・子育て支援金制度が始まりました

税率について
　令和8年度から子ども・子育て支援納付金分を徴収します。医
療給付費分・後期高齢者支援金分・介護納付金分については令和
7年度と同率になります。ただし、賦課限度額（医療給付費分）
については、国の政令改正に伴い、見直しました。

　令和８年４月から始まった「子ども・子育て支援金制度」は、全世代や企業の皆さまから支援金をいただき、子育て施策に充てることで、
子どもや子育て世帯を社会全体で支える仕組みです。

令和８年度分から加入の医療保険の保険税（料）に「子ども・子育て支援金分」が加算されます。これは、国民健康保険や後期高
齢者医療保険だけでなく、ほかの公的医療保険（組合健保、協会けんぽ、共済組合など）に加入されている人も同様です。

その他詳しくは、こども家庭庁ホームページをご覧ください。
子ども・子育て支援金制度コールセンター　☎ 0120（303）272（受付時間：平日午前９時〜午後６時） 

＜対象事業＞　 
　・児童手当の拡充　・育児時短就業給付　・こども誰でも通園制度
　・育児期間中の国民年金保険料免除　・妊婦のための支援給付　・出生後休業支援給付

支援金を財源として、少子化対策を促進するため以下のような取り組みが実施されます。

・国民健康保険加入者は６月、後期高齢者医療保険加入者は７月に送付する税額（保険料額）決定通知書にて案内します。
　税額（保険料額）は、前年の所得、加入者の人数や年齢、加入月数などによって変わります。保険税（料）率は以下の表で確認ください。
・会社の健康保険などに加入されている人は、職場の担当者や加入する健康保険組合に確認ください。

子ども・子育て支援納付金分について
※１ �国民健康保険においては、18 歳未満の人の均等割額は全額

減免となります。
※２ �減免分は、18歳以上の国保加入者で負担する必要があるた

め、国保加入者の均等割額は、2400円（2200円＋ 200円）
となります。

保険料について
　保険料（医療分）を決める基準（保険料率）は、２年
ごとに見直され、熊本県内すべての市区町村で、均一と
なります。

後期高齢者医療保険料の計算方法…赤字は前年度から変更になった部分です。
区分 年間保険料額 子ども・子育て支援納付金分子ども・子育て支援納付金分

所得割額 11.06％
(R7：10.98%) 0.25%

均等割額 63000円
(R7：58000円 ) 1400円

賦課限度額 85万円
(R7：80万円 ) 21000

国民健康保険税率…赤字は前年度から変更になった部分です。

区分 医療給付費分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
(40～64歳)

子ども・子育て子ども・子育て
支援納付金分支援納付金分

所得割額 8.34％ 3.03% 2.77％ 0.30%
均等割額 28700円 10300円 18100円 2200円※１
18歳以上
均等割額 200円※２

平等割額
1世帯につき 19800円 7100円 － －

賦課限度額 67万円
(R7：66万円) 26万円 17万円 3万円

納税通知書発送予定：令和８年６月中旬…世帯に国保の加入者がいる場合、世帯主宛てに送付します。納付書が同封されて
いる人は、納期限までに納めてください。
◎特別徴収（年金天引き）の人…年６回の年金受給時に自動で納税されます。
◎普通徴収（納付書・口座振替）の人…６月からの年10回払いとなります。
　資格の異動（国保加入者の増減、前年の所得の増減など）がある場合は、納付方法や納付額が変わる場合があります。

保険料額決定通知書（年間保険料額のお知らせ）発送予定：令和８年７月中旬…被保険者一人一人に保険料のお知ら
せが届きます。
◎特別徴収（年金天引き）の人…年６回の年金受給時に自動で納付されます。
◎普通徴収（納付書・口座振替）の人…７月からの年９回払いとなります。

国保喪失の手続きはお済みですか？
　就職や扶養に入るなど、他の健康保険に加入された場合、国保喪失の手続きが必要です。手続き後に、国保税額を再計算（更正）
します。
　①資格の取得日がわかるもの（資格確認書など）　②国保の資格確認書または資格情報のお知らせ　③本人確認書類（マイナンバー
カードなど）をお持ちになり、市役所または市民センターにお越しください。　問国保年金課国民健康保険係　☎ (43)1527

令和８年度　国民健康保険税

令和８年度　後期高齢者医療保険料

問税務課　市民税係　☎ (43)1120

問国保年金課　後期医療年金係　☎ (43)1576

令和８年度から

開始時期は？　支払い方法は？

子ども・子育て支援金の使い道は？

子ども・子育て支援納付金分の金額は？

▲こども家庭庁
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国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、
令和８年５月 29 日㈮から新たな防災気象情報の運用を開始します。令和８年５月 29 日㈮から新たな防災気象情報の運用を開始します。

令和８年５月から防災気象情報が新しくなります令和８年５月から防災気象情報が新しくなります
問気象庁　☎ 03(6758)3900

　河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する情報などは、これまで警戒レベルとの対応が複雑でわかりにくくなってお
りましたが、新たな防災気象情報では、避難情報の５段階の警戒レベルと整合させ、災害発生の危険度に応じたレベル
の数字を名称に含めて発表します。レベル５に相当する河川氾濫の特別警報や警戒レベル４に相当する危険警報も新た
に開始するなど、現行の大雨警報・注意報などが大きく変わります。
　例えば、これまでの大雨警報は、「レベル３大雨警報」という名称に変更になり、レベルの数字と一緒に情報が伝え
られます。レベル４やレベル３の情報が発表された場合には、キキクルや河川の水位情報などの情報を確認して早めの
避難を心がけてください。
　気象庁ホームページに設けた特設ページでは、新たな防災気象情報に関するさまざまな資料を掲載し
ています。
　これらの資料を参考に、情報が発表された際にどのような行動をとるか、家庭であらかじめ決めてい
ただくようお願いします。 ▲特設ページ

令令和和８８年年５５月月かからら防防災災気気象象情情報報がが新新ししくくななりりまますす  
  

熊本地方気象台   
 

 国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、令和８年５月下旬（予定）
から新たな防災気象情報の運用を開始します。 
 

河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する情報などは、これまで警戒レ
ベルとの対応が複雑でわかりにくくなっておりましたが、新たな防災気象
情報では、避難情報の５段階の警戒レベルと整合させ、災害発生の危険度
に応じたレベルの数字を名称に含めて発表します。レベル５に相当する河
川氾濫の特別警報や警戒レベル４に相当する危険警報も新たに開始する
など、現行の大雨警報・注意報などが大きく変わります。 

 
例えば、これまでの大雨警報は、「レベル３大雨警報」という名称に変

更になり、レベルの数字と一緒に情報が伝えられます。レベル４やレベル
３の情報が発表された場合には、キキクルや河川の水位情報などの情報を
確認して早めの避難を心がけてください。 
 

気象庁ホームページに設けた特設ページ※では、新たな防災気象情報に
関するさまざまな資料を掲載しています。 

これらの資料を参考に、情報が発表された際にどのような行動をとるか、
家庭であらかじめ決めていただくようお願いします。 

 
 

 

 ▲特設ページ 
 

 

 

 後期高齢者健診と歯科口
こ う く う

腔健診の受診券を郵送します

受診券の色 健診の種別 自己負担額 対象者

ピンク色 後期高齢者健診 800円 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の65歳以上の人を含む）みどり色 歯科口腔健診 400円

問国保年金課  後期医療年金係　☎(43)1576

年に１度は健診を
受けて、体の状態を
確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者健診と歯科口腔
健診を行います。対象者には５月下旬に受診券を郵送しますので、検査
項目や受診できる医療機関など、詳しくは同封の書類をご覧ください。
　健診結果から、日常生活指導が必要と判断された人は、山鹿市（または、
山鹿市から委託された事業所）の保健師・栄養士などが、自宅を訪問す
ることがあります。

【健診受診券の色の違い】

※同じ健診を２回受診した場合は２回目の健診が全額自己負担（９千円程度）になりますので注意ください。
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山鹿市民医療センターからのお知らせ山鹿市民医療センターからのお知らせ
市民の皆さんにさまざまな医療に関する情報をお届けします。 問山鹿市民医療センター　☎ (44)2185

診療科名 月 火 水 木 金
呼吸器内科 ※後藤　由比古 ー ※後藤　英介 ー ※後藤　英介
腫瘍内科 ー ー ー ー ※宮本　英明

消化器内科 梶原　雅人 竹熊　梨祐 本原　利彦 梶原　雅人
竹熊　梨祐 本原　利彦

内分泌・代謝内科 西田　周平 ー 西田　周平 ー 西田　周平

循環器内科 大庭　圭介
清水　博　

大庭　圭介
清水　博　

※中山　智子　
清水　博　

清水　博　
大庭　圭介

大庭　圭介
清水　博　

整形外科 (紹介外来制 )
横田　秀峰
樽美　備一
松下　祥大

工藤　智志
樽美　備一

松下祥大 /坂上諒明

手　　術
（担当医）

工藤　智志
横田　秀峰
坂上　諒明

手　　術
（担当医）

外科
別府　透　
石河　隆敏
織田　枝里

手　　術
（担当医）

別府　透（新患のみ）
石河隆敏 /増田稔郎
遊佐俊彦 /織田枝里

手　　術
（担当医）

別府　透　
増田　稔郎
遊佐　俊彦

乳腺外科（予約制） ー ※冨口　麻衣 ー ー ー
泌尿器科 中村　圭輔 手術（担当医） 今藤　淳之助 ※神波　大己 教授 中村　圭輔

小児科
小澄　将士 小澄　将士 小澄　将士

（午後：予防接種）
小澄　将士（午前）
★※石井　真美（午後） 小澄　将士

＊小児科の午後診療は、午後４時受け付け終了
耳鼻咽喉科 ー 非常勤医師 ー 非常勤医師 ー

眼科（予約制） 手　　術 特殊再来のみ 古島　京佳 古島　京佳 古島　京佳（午前）
★非常勤医師（午後）

産婦人科 非常勤医師（午後）
（受付：午後２時～４時）

※片渕　美和子（午後）
（受付：午後1時～４時）
（婦人科･思春期･更年期）

ー
非常勤医師（午前）
★非常勤医師（午後）
（受付：午後２時～４時）

非常勤医師（午前）

緩和ケア内科（予約制） 織田　枝里 堀　和樹 織田　枝里 堀　和樹 ー
総合診療科（予約制） 吉岡　明子 ー 吉岡　明子 ー 吉岡　明子

救急外来 泌尿器科医（午前）
吉岡　明子（午後） 吉岡　明子 大庭　圭介（午前）

清水　博　（午後）
奇数週：担当医
偶数週：吉岡　明子

外科医（午前）
消化器内科医（午後）

健診 髙木　茂 髙木　茂 髙木　茂 髙木　茂 髙木　茂
※非常勤医師　　★第2・第 4のみの診療となります

◎当日の受診に関する相談を除く電話は、平日午後２時～５時までが受け付けとなります。

外来診療担当医表

名称 担当医など 実施日 診療場所

外来化学療法
担当医 [毎週 ] 火曜・水曜

各診療科
※宮本　英明 [毎週 ] 金曜（がん薬物療法専門医）

小児科予防接種 小澄　将士 [毎週 ] 水曜（受付時間午後１時半〜４時） Aブロック
ストーマ外来 担当医 [毎月 ] 第３水曜（午後）

Bブロック
PEG外来 担当医 [毎月 ] 第２水曜（午後）

セカンドオピニオン外来 各専門医が担当します。詳しくはホームページをご覧ください。
予約については地域医療連携室にお尋ねください。

特殊・専門外来（予約制）� ◎特殊・専門外来の診療時間など詳しくは、各診療科にお尋ねください。

診療受付時間は午前８時半（予約再診の場合は８時）〜 11時

◎急患の場合は、この限りではありません。
※注意：学会などの都合で変更になる場合があります。	
◆４月から担当医師や非常勤医師の勤務体制が変更となっています。
◆最新の担当医表は、ホームページをご覧ください。
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　こちら
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開催日 会　場 テーマ 講師

６月11日㈭
午後３時～ 鹿本市民センター

【ハンセン病をめぐる人権】らい予防法廃止から 30年、
ハンセン病をめぐる人権について学びます。正しく理解
するとともに、人権について深く考える機会に。

国立療養所菊池恵楓園
園長　境　恵

けい

祐
すけ

さん

７月 25日㈯
　午前９時～ 山鹿市内６会場 

【山鹿じんけんのつどい】市内６会場、６分科会、それぞれに講話と実践発表があり、
多様な学びを準備しました。興味関心がある分科会にぜひ参加してみませんか。
※詳細は広報６月号に掲載予定

８月５日㈬
午後３時～ 鹿本市民センター

【子どもの人権】かもと稲田支援学校の実践や地域での取
り組みを紹介。学びを日常生活に生かし、一人一人の人権
が大切にされる地域社会をともにつくっていきましょう。

かもと稲田支援学校
校長　長島　美

み

和
わ

さん

９月８日㈫
午後３時～ 鹿本市民センター

【災害と人権】熊本地震から10年、災害と人権を考える
講座です。命と支え合う社会の在り方を学び、未来への
備えを共に考えませんか？

熊本大学大学院
　准教授　德永　達

たつ

哉
や

さん

10月 14日㈬
午後３時～ 鹿本市民センター

【水俣病をめぐる人権】水俣病の歴史と人権課題を学び、
命の尊厳や社会の在り方を考える講座です。学びを通して
地域の人と人とのつながりについて考えていきましょう。

熊本学園大学
水俣学研究センター
顧問　花田　昌

まさ

宣
のり

さん

11月 17日㈫
午後３時～ 鹿本市民センター

【人権モニターと学ぶ人権】人権モニターの皆さんとと
もに、身近な人権について考えてみませんか？　自分に
もまわりの人にも優しくなれることまちがいなしです！

山鹿市人権モニター

12月５日㈯
午前中

山鹿市民
交流センター

【山鹿じんけんフェスティバル】ことしは「命」をテー
マに開催します。さまざまな角度から「命」を見つめ、
これからの自分の未来をイメージしてみませんか！！

講演、各種ブースなど

令和９年
１月29日㈮
午後３時～

鹿本市民センター
【性的少数者の人権】映画「カランコエの花」を通じて、
人権について考えてみませんか？　多様性への理解を深
め、共生社会の実現を目指しましょう。

映画「カランコエの花」上映

※７月・12月以外は、約70分の講座となります。
※１回のみの参加でも構いません。
※開催日時、会場、内容は講師の都合などにより変更する場合があります。

　3月 26日に山鹿市男女共同参画審議会会長の坂口里
さと

美
み

さんから、
「第３次山鹿市男女共同参画」の令和７年度事業取り組みに関する意
見書の提出がありました。
◦主な提言内容
　・�各種審議会は市民の多様な意見を適切に反映し、政策の質を高め
るために全庁一体となって男女比の均等を目指すこと。

　・�ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた市内企業の取り組みの
好事例を発信すること。

　・�あらゆる場面における固定的性別役割分担意識の解消に向け、慣
習などの見直しに踏み込んだ取り組みを行うこと。

　早田順
じゅん

一
い ち

市長は「誰もがずっと住みたいと思える山鹿市になるよう、更なる啓発を推進して
いきたい」と述べ、多くの意見が寄せられたことに感謝を伝えました
　意見書の内容は山鹿市ホームページを確認ください。

  山鹿市ふれあい山鹿市ふれあい人権講座人権講座  　　受講
無料

参加対象　山鹿市に住んでいる人または勤めている人
受 講 料　無料
申し込み　下記❶〜❺のいずれかの方法で「⑴名前（ふ
りがな）　⑵住所　⑶電話番号」をお知らせください。
❶来庁　山鹿市役所３階　人権啓発課　
❷電話　(43)1199　
❸ FAX  (44)0373（様式は任意）

❹ Eメール jinken@city.yamaga.kumamoto.jp（件名に
　「ふれあい人権講座申し込み」と入力してください）
❺�二次元コード　予定表下の二次元コードを読み取り、
必要事項を入力してください

締切　参加申し込みは開催期間中随時受け付けています
内容　下記予定表のとおり年８回予定

ふれあい人権講座
申し込み

問人権啓発課　☎(43)1199
さまざまなテーマから人権について考えてみませんか？

ー 令和 7 年度「第 3 次山鹿市男女共同参画計画」の実施に関する意見書が提出されました ーー 令和 7 年度「第 3 次山鹿市男女共同参画計画」の実施に関する意見書が提出されました ー

左から早田市長と坂口里美会長

▲山鹿市
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山鹿灯籠まつり 2026「千人灯籠踊り」

問問山鹿灯籠まつり実行委員会事務局（事務局：観光課）
　☎（43）1579

　毎年 8月 15・16 日の 2日間にわたり行
われる「山鹿灯籠まつり」は、幻想的な灯り
で彩られる夏の風物詩として、全国から多く
の観光客が訪れる本市の一大イベントです。
祭りのクライマックスは、約千人の女性が金
灯籠を頭に掲げ舞い踊る「千人灯籠踊り」が
幻想の灯りの渦へ誘います。
　素敵な夏の思い出づくりに、山鹿が誇る「千
人灯籠踊り」を一緒に踊ってみませんか。

●出演日時
　8月 16日㈰　午後8時～ 9時

●出演場所　山鹿小学校グラウンド

●対象者
　・高校生以上の女性　
　　※中学生は学校単位で別途募集します。
　・足腰の不安・運動制限などがない人。

●条件
　・練習会に参加できる人
　　（初めての人、踊りに自信のない人は3回以上）
　・自身で着付けができる人

●申し込み方法
　二次元コードから申し込みください。
　※�山鹿地区から参加する人は、例年ど
おり回覧板などで申し込みください。

2024年の灯籠まつり
の様子はこちらから
ご覧ください。

踊り手募集

山鹿の夏夜に映える、灯りの芸術
山鹿灯籠まつり 「千人灯籠踊り」

募集内容
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健幸なまち山鹿
問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050◀アプリの詳細はこちら
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　１月下旬に19歳以上の人を対象に、各種がん検診希望調査票を郵送しています。申し込みがまだで希望する人は、
忘れずに申し込みください。
◦�申し込み方法　右記の二次元コードから申し込みください。
　（あるいは、希望調査票に記入の上、同封している封筒に入れて郵便ポストに投函）
◦�申込期限　５月10日㈰
　（希望調査票を返信する場合は、５月８日㈮に健康増進課必着分まで）
※�期限を過ぎると、６月開始予定の各種検診などの案内には間に合いません（集団検
　診は７月末以降の案内になります）。申し込み者多数のため、ご了承ください。

　山鹿市と京都産業大学は、大学創設者の荒木俊
とし

馬
ま

さんが本市出身であるというご縁から、包括連携協定（2014年）
を締結し、教育分野を中心に交流を重ねています。
　今回の研究は、大学が有する学術的知見を地域と共有し、社会に還元する
ことを目的としたものであり、温泉入浴や日常の生活習慣が心身の健康状態（フ
レイル予防）にどのように関係しているかを、簡易的な身体測定やアンケート
などを通じて把握しようというもので、去る2月16日～21日にかけて現地
調査を実施しました。
対象：40歳以上の山鹿市民など　
内容：①採尿・採便による試料提供
　　　②�握力、歩行速度などの簡易的な

身体測定
　　　③アンケート調査
実績：調査協力者178人
　得られた結果は、参加者本人へフィー
ドバックして健康増進に活用いただくと
ともに、今後の地域における健康施策や
研究活動に役立てていくことで「健幸な
まち山鹿」の実現を目指します。

各種がん検診などの二次募集各種がん検診などの二次募集

「山鹿市」×「京都産業大学」共同実証研究の現地調査を行いました「山鹿市」×「京都産業大学」共同実証研究の現地調査を行いました

▲申し込み

集合写真

さくら湯市民交流センター

山鹿市造血幹細胞移植後ワクチン再接種費用補助について山鹿市造血幹細胞移植後ワクチン再接種費用補助について
　山鹿市では、小児がんなどの治療で造血幹細胞移植（骨
髄移植・末梢血幹細胞移植・臍帯血）により過去に接種
した定期予防接種の予防効果が期待できないと医師に判
断された人に対して、被接種者の経済的負担の軽減およ
び感染症予防のために再接種費用を補助します。
◦�対象者　次のすべての条件に該当する人
　①�再接種日時点で、山鹿市に住民登録のある20歳未
満の人

　②�造血幹細胞移植により、過去に接種した定期予防接
種の予防効果が期待できないため、再接種が必要で
あると医師に認められた人

◦�対象となる予防接種
　①定期予防接種A類疾病のワクチン
　②�予防接種実施規則により、適正に接種されたもので
あること

　③�長期療養の特例があるものについては、規定の年齢
までの予防接種であること

◦�補助金額
　�　再接種にかかった費用（ただし、山鹿市内医療機関
への委託料金を上限とする）
◦�申請手続きについて　※再接種前に手続きをしてください。
　�　「山鹿市造血幹細胞移植後ワクチン再接種費用補助
対象者認定申請書」を記入し、添付書類とともに山鹿
市健康増進課に提出してください。
　〈添付書類〉
　①医師の意見書
　②定期予防接種の履歴が確認できるものの写し
　　（母子健康手帳、接種済証など）

　�　詳しくは、山鹿市ホームページを
　　ご覧ください。

▲山鹿市



〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健幸手帳〜健幸手帳〜
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５月の休日在宅当番医および当番薬局５月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会 ☎（44）2086〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 藤原クリニック エース薬局
４日㈷ 吉里医院 / きくか松岡クリニック 鹿校通薬局 / まつ薬局
５日㈷ 山鹿中央病院 城北中央薬局 / まつ薬局
６日㉁ 星田内科医院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / まつ薬局

10 日㈰ 中川医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局
17 日㈰ 徳永内科小児科クリニック / 小林医院 クオール薬局山鹿店
24 日㈰ 山鹿回生病院 / 大橋通クリニック 江上薬局大橋通
31 日㈰ 保利病院 エース薬局

▲環境省 ▲厚生労働省

献血献血にご協力ください！にご協力ください！ 問熊本県赤十字血液センター　☎ 096(384)6725

※�中止または延期する
場合があります

献 血 日 ５月13日㈬ ５月13日㈬ ５月27日㈬

場　　所 ひだまり駐車場 保利病院 ＪＡ鹿本本所

受付時間 午前９時半～正午 午後１時半～３時半 午前９時半～11時45分

暑さに負けない体づくりで今日から熱中症予防暑さに負けない体づくりで今日から熱中症予防！！
　５月でも最高気温が25℃以上の夏日や、30℃以上の真夏日となること
があります。体がまだ暑さに慣れていない時期は、熱中症になる危険性が
高まります。体が暑さに慣れること（暑熱順化）について知り、気温が高
くなってくる５月頃から熱中症の対策を行いましょう。
＜暑熱順化とは＞
　暑い日が続くと、体は次第に暑さに慣れて暑さに強くなります。これを
暑熱順化と言います。
＜暑熱順化に有効な対策＞
　体を暑さに慣れさせることが重要なため、実際に気温が上がり、熱中症
の危険が高まる前に、無理のない範囲で汗をかくことが大切です。暑くな
る前から余裕をもって、運動や入浴をするなどで、汗をかき、体を暑さに
慣れさせましょう。

出典元：
熱中症ゼロへ
（日本気象協会推進）
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　電子証明書の更新、暗証番号の再設定などに係る専用窓口を、本庁１
階ロビーに設置しました。ぜひ利用ください。

※手続きに必要な書類など、詳しくは、本庁市民課または各市民センターへ問い合わせください。

　マイナンバーカードの有効期限には、カード表面に印字されている「マイナンバーカード自体の有効期限」と
その下に手書きされている「電子証明書の有効期限」の2種類があります。
　該当する人には、有効期限の２～３カ月前を目途に地方公共団体情報システム機構から「有効期限通知書」が
送付されますので、更新の手続きをお願いします。
　なお、有効期限通知書が届かなくても、有効期
限の３カ月前から手続きができます。
≪注意≫
　マイナンバーカード自体の更新の場合、手続き
から受け取りまで、おおむね１カ月半程度かかり
ますのでお早めの手続きをお願いします。

問本庁市民課　☎ (43)1169　　　　　鹿北市民センター　☎ (32)3111　　菊鹿市民センター　☎ (48)3111
　鹿本市民センター　☎ (46)3111　　鹿央市民センター　☎ (36)3111

♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp 住所：山鹿市方保田3514-1

お墓を
掃除したい

お墓のメンテナンス ご相談ください！

☎
（0968）36-9668

墓誌を
記名したい

お墓を
建てたい

お墓を
リフォーム
したい

ご相談
ください
ワン！

木々の
緑も美しく
初夏ですね

お墓じまい
したい

≪新設≫マイナンバーカードの≪新設≫マイナンバーカードの
手続きブースを作りました手続きブースを作りました

マイナンバーカードの有効期限に気をつけてマイナンバーカードの有効期限に気をつけて

暗証番号の変更・初期化・再設定暗証番号の変更・初期化・再設定
・�暗証番号を変更したい、忘れた、ロックがかかっ
た場合などは、初期化・再設定の手続きが必要
です。

対象：�現在の暗証番号を「変更したい」「忘れた」
「ロックがかかった」人

マイナンバーカードの申請マイナンバーカードの申請
①窓口で申請【予約制】
　�　無料で、写真撮影や申請手続きのサポートを
行っています。
②郵送で申請　　　　③スマートフォンで申請
④パソコンで申請　　⑤証明用写真機で申請

マイナンバーカードの受け取り【予約制】マイナンバーカードの受け取り【予約制】
・マイナンバーカードを初めて申請した人
・マイナンバーカードの有効期限を迎え更新する人
対象：�申請後、交付通知（ピンク色の封筒）が届いた人
受取場所：お住まいの地域の窓口
　　　　　（本庁又は各市民センター）

電子証明書の更新【予約不要】電子証明書の更新【予約不要】
・�マイナンバーカードの電子証明書の有効期限が３
カ月未満となった場合は、電子証明書の更新が必
要です。

対象：�電子証明書の有効期限が３カ月未満となった人

➡マイナンバーカードの有効期限
➡電子証明書の有効期限
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問福祉課　☎（43）１１６７

　市では包括的な相談体制を整えることで、どの相談窓口であっても、お受けした内容に応じて適切に関係機関
などにつなぎ、継続的な支援を行っています。相談は無料です。秘密は守られます。また、自分から助けを求め
ることができない場合もありますので、周りに困っている人がいたら相談してください。

　ひとりぼっちだと感じる孤独、人とのつながりが少ない孤立。こうした感情や状態は、誰にも起こりうるこ
とです。どうか、ひとりで悩まずに、少しだけ気持ちを吐き出してみませんか。
　市の窓口や電話での相談はもちろん、LINE による相談も受け付けています。
◦熊本いのちの電話（年中無休・24 時間）　☎ 096(353)4343
◦熊本県精神保健福祉センター　☎ 096(386)1166　
◦こころの悩み相談（LINE 相談）いずれも午後 6時～ 10 時
　孤独・孤立対策強化月間の取り組みを始め、少しでも支援の輪が広がるよう、
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

福祉総合相談窓口福祉総合相談窓口

生活自立相談窓口生活自立相談窓口

　生活のこと、家族のこと、どこに相談したらいいのかわからないことなど、あらゆる
「困った」の相談を受け付け、関係機関へのつなぎ、継続した支援などを行います。
　ひきこもりや孤独・孤立についても、まずは相談してください。
◦開設場所　福祉課９番窓口、山鹿市社会福祉協議会の鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央の各支所

　経済的な困りごと、仕事に就くための支援、家
計の見直しなど、自立した生活ができるための相
談を受け付けています。
◦開設場所
　福祉課９番窓口

権利擁護相談窓口権利擁護相談窓口
　認知症や障がいで判断能力が不十分でも自分ら
しく生活できるよう、成年後見制度の利用などの
相談を受け付けています。
◦開設場所　やまが成年後見センター　
　　　　　　（山鹿健康福祉センター内）
◦住　　所　山鹿市中578番地
　　　　　　☎ (36)9211　FAX (36)9310

ひとりで抱え込まずに、まずはご相談を！ひとりで抱え込まずに、まずはご相談を！
福祉総合・生活自立・権利擁護　相談窓口のご案内

もう、ひとりで悩まない、みんなで支えあう社会へもう、ひとりで悩まない、みんなで支えあう社会へ
５月は「孤独・孤立対策強化月間」です。

▲ LINE 相談
　（火）（日）

▲ LINE 相談
（月）（水）（金）

（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正な施工に加えて定期的な点検、清掃、法定検査が必要です。
県・山鹿市および当協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換の推進に
取り組んでおり、さらに協会独自で１件で５万円の助成制度があります。
令和８年度は①予算範囲で先着順、②浄化槽施工業者による施工が必要です。

公益社団法人熊本県浄化槽協会　
上益城郡嘉島町上仲間227-86 ☎096-284-3355詳しくはコチラ■■■▶　
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お
知
ら
せ

◦�

対
象
事
業　
市
内
全
体
を
対
象
に

実
施
す
る
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り

事
業

◦�

対
象
団
体　
市
内
に
活
動
拠
点
を

有
し
、
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
活
動
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
５
人
以

上
の
団
体

◦�

対
象
経
費　
会
場
使
用
料
や
イ
ベ

ン
ト
委
託
、
出
演
料
、
ポ
ス
タ
ー

チ
ラ
シ
印
刷
費
、
消
耗
品
な
ど

◦�

補
助
額　

補
助
率
の
10
分
の
10

で
、補
助
上
限
額
１
団
体
20
万
円
。

た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え
る
申
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
減
額
し
て
交

付
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

必
ず
事
業
実
施
前
に
補
助
申
請
を

行
い
、
交
付
決
定
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
交
付
決
定
日
前
に
契
約
、

支
払
っ
た
も
の
は
補
助
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

※�

事
業
完
了
の
日
か
ら
30
日
以
内
ま

た
は
、
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
の

い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
実
績
報

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　▲�山鹿市

問
地
域
生
活
課　

☎（
43
）１
１
１
４

 

お
知
ら
せ

今
月
の
市
税
の
納
期
限

・
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦
納
期
限　
６
月
１
日
㈪

納
付
場
所

◦�

山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど

※�

納
付
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

納
付
書
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
が

お
勧
め
で
す
。
申
し
込
み
は
、
市

役
所
ま
た
は
市
内
各
金
融
機
関
で

お
受
け
し
ま
す
。（
市
役
所
で
は
、

キ
ャッ
シュ
カ
ー
ド
が
必
須
で
す
。）

※�

携
帯
電
話
な
ど
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
活

用
し
て
、
納
税
に
関
す
る
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ー
ル
の
通
知
番
号
】

　
　

０
７
０（
１
８
３
８
）６
１
４
９

問
税
務
課
収
納
係
☎（
43
）１
１
４
４

 

山
鹿
市
地
域
づ
く
り
推
進

 

補
助
金

　

地
域
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
市

内
全
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間　
６
月
30
日
㈫
ま
で

◦体育館◦体育館　　
　２日㊏〜４日㊗　９：00〜　２日㊏〜４日㊗　９：00〜
　　ピンディーズカップ高校生女子ハンドボール大会　　ピンディーズカップ高校生女子ハンドボール大会
　９日㊏・10日㊐　９：00〜　９日㊏・10日㊐　９：00〜
　　第 47回県下中学生柔道錬成大会　　第47回県下中学生柔道錬成大会
　　第28回県下中学生女子柔道錬成大会　　第28回県下中学生女子柔道錬成大会
　15日㊎　９：00〜　15日㊎　９：00〜
　　第 39回九州地区農業大学校スポーツ交歓大会　　第39回九州地区農業大学校スポーツ交歓大会
　　（市民球場・多目的グラウンド・テニスコート同時開催）　　（市民球場・多目的グラウンド・テニスコート同時開催）
　16日㊏　14：00〜　16日㊏　14：00〜
　　�リーグH　熊本ビューストピンディーズ vs 飛騨高山　　�リーグH　熊本ビューストピンディーズ vs 飛騨高山

ブラックブルズ岐阜ブラックブルズ岐阜
　23日㊏・24日㊐　９：00〜　23日㊏・24日㊐　９：00〜
　　熊本県高等学校総合体育大会　バドミントン競技　　熊本県高等学校総合体育大会　バドミントン競技
　29日㊎〜 31日㊐　９：00〜　29日㊎〜 31日㊐　９：00〜
　　熊本県高等学校総合体育大会　柔道競技　　熊本県高等学校総合体育大会　柔道競技

カルチャースポーツセンターカルチャースポーツセンター
イベント情報（５月）イベント情報（５月）

問問��カルチャースポーツセンター　☎(43)カルチャースポーツセンター　☎(43)00900090

◦市民球場◦市民球場
　３日㊗〜６日㊡　９：00〜　３日㊗〜６日㊡　９：00〜
　　第 26回日本少年野球熊本大会　　第26回日本少年野球熊本大会
　　（多目的グラウンド同時開催）　　（多目的グラウンド同時開催）

　７日㊍・８日㊎　９：00〜　７日㊍・８日㊎　９：00〜
　　スーパー古希野球大会（多目的グラウンド同時開催）　　スーパー古希野球大会（多目的グラウンド同時開催）
　９日㊏・10日㊐　９：00〜　９日㊏・10日㊐　９：00〜
　　コントレイルリーグ2026年春季シリーズ山鹿ラウンド　　コントレイルリーグ2026年春季シリーズ山鹿ラウンド
　　（多目的グラウンド同時開催）　　（多目的グラウンド同時開催）
　23日㊏　９：00〜　23日㊏　９：00〜
　　第３回南部九州大学野球選手権　決勝リーグ　　第３回南部九州大学野球選手権　決勝リーグ
　24日㊐　９：00〜　24日㊐　９：00〜
　　第 20回ジャイアンツカップ　支部予選大会　　第20回ジャイアンツカップ　支部予選大会
　30日㊏・31日㊐　９：00〜　30日㊏・31日㊐　９：00〜
　　第 97回都市対抗野球大会　九州地区２次予選　　第97回都市対抗野球大会　九州地区２次予選
◦多目的グラウンド◦多目的グラウンド
　２日㊏〜６日㊡　９：00〜　２日㊏〜６日㊡　９：00〜
　　近県高校サッカーフェスティバル　　近県高校サッカーフェスティバル
　23日㊏・24日㊐・29日㊎〜 31日㊐　９：00〜　23日㊏・24日㊐・29日㊎〜 31日㊐　９：00〜
　　熊本県高等学校総合体育大会　サッカー競技　　熊本県高等学校総合体育大会　サッカー競技
　23日㊏・31日㊐　９：00〜　23日㊏・31日㊐　９：00〜
　　第 20回ジャイアンツカップ　支部予選大会　　第20回ジャイアンツカップ　支部予選大会
◦テニスコート◦テニスコート
　２日㊏〜６日㊡　９：00〜　２日㊏〜６日㊡　９：00〜
　　九州高校ソフトテニス錬成大会　　九州高校ソフトテニス錬成大会
　23日㊏・24日㊐　９：00〜　23日㊏・24日㊐　９：00〜
　　第 46回熊本県中学生テニス選手権大会　　第46回熊本県中学生テニス選手権大会
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お
知
ら
せ

 �

普
通
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

６
月
１
日
㈪

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
人
へ
、
普
通
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
納
付

方
法
や
納
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
納

税
通
知
書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
＆
Ａ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

▲納付方法　

　▲ �Q&A

問
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎（
25
）４
１
１
５

　

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

 

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

 

の
減
免
は
申
請
が
必
要
で
す

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
り

減
免
さ
れ
ま
す
。
税
務
課
ま
た
は
各
市

民
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税

・
生
活
の
扶
助
受
給
者
（
要
証
明
書
）

・�

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る

固
定
資
産
を
有
す
る
人
ま
た
は
団

体
（
有
料
使
用
を
除
く
）

※�

課
税
免
除
の
手
続
き
を
し
た
人
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
必
要
書
類　
納
税
通
知
書

 �
Ｕ
タ
ー
ン
子
育
て
世
帯
等
住
宅

支
援
事
業
補
助
金

　

過
去
に
１
年
以
上
継
続
し
て
山
鹿

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
た
人
で
、
18
歳
未
満
の
世
帯
員
と

一
緒
に
、
ま
た
は
夫
婦
と
も
に
40
歳

未
満
の
世
帯
と
し
て
、
再
び
山
鹿
市

に
転
入
す
る
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅

の
新
築
や
購
入
、
増
改
築
な
ど
に
関

わ
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※�

令
和
８
年
度
か
ら
、
新
た
に
夫
婦

と
も
に
40
歳
未
満
の
世
帯
を
補
助

対
象
に
拡
充
し
ま
し
た
。

◦�

補
助
額　
50
万
円
以
上
の
工
事
費

な
ど
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

◦�

補
助
上
限
額　
50
万
円
（
市
外
事

業
者
が
工
事
を
行
う
場
合
は
上
限

額
25
万
円
）

※�

必
ず
契
約
前
に
申
請
を
行
い
、
承

認
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
承

認
決
定
前
に
契
約
し
た
場
合
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

申
請
時
に
本
市
に
未
転
入
、
ま
た

は
転
入
後
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

※�

工
事
完
了
後
、
ま
た
は
購
入
後
30

日
以
内
に
事
業
実
績
書
な
ど
の
関

係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　▲�山鹿市

問
地
域
生
活
課　

☎（
43
）１
１
１
４

◦
申
請
期
限　
６
月
１
日
㈪

軽
自
動
車
税

・�

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
「
Ａ
」

の
人

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等

級
が
「
１
級
」
の
人

・�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に

「
３
級
」
以
上
の
人

・�

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
主
に

「
３
項
症
、
３
款か

ん

症し
ょ
う」

以
上
の
人

※�

注
意　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

の
種
類
に
よ
り
減
免
の
対
象
と
な

る
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

◦
必
要
書
類

【�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な

い
人
】

・
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ

る
人
・
初
め
て
申
請
す
る
人
】

・
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

各
種
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検

査
証
、
納
税
通
知
書
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

・
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

各
種
障
害
者
手
帳
の
写
し
、
自

動
車
検
査
証
の
写
し
、
納
税
通
知

書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写

し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限　
６
月
１
日
㈪

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
２
１

問�

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
２
０

 �

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活

動
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

　

令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
で
、
全

国
の
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対

象
に
「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
活
動
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
な
ど
の
売

上
高
な
ど
経
理
項
目
の
把
握
に
重
点

を
置
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
国
か
ら
郵
送
さ
れ
る

か
、
熊
本
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
伺
い
、
直
接
配
布
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
い
た
だ
く

か
、
記
入
し
た
紙
の
調
査
票
を
調
査

員
へ
提
出
ま
た
は
市
役
所
へ
郵
送
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
情
報
政
策
課
情
報
管
理
・
統
計
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
８



〈 

有
料
広
告 

〉
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お
知
ら
せ

 

募　
集

 �

第
38
回
熊
本
県
シ
ニ
ア
美
術
展

作
品
募
集

◦�

出
品
部
門　
日
本
画
、
洋
画
、
写

真
、
書
、
彫
刻
、
工
芸
の
６
部
門

◦�

出
品
資
格　
令
和
９
年
４
月
１
日

時
点
で
60
歳
以
上
で
あ
る
県
内
在

住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

◦�

出
品
作
品　
１
人
１
部
門
１
点
で

２
部
門
ま
で
（
テ
ー
マ
は
自
由
）

◦
出
品
料　
１
点　

１
２
０
０
円

◦�

表
彰　
部
門
ご
と
に
金
賞
１
点
、
銀

賞
１
点
、
銅
賞
１
点
、
奨
励
賞
２
点

以
内
、
佳
作
数
点
を
決
定
し
、
審
査

結
果
は
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。
入

賞
者
に
は
作
品
展
示
期
間
の
初
日
に

表
彰
式
を
開
催
し
、
表
彰
状
を
授
与

し
ま
す
。

◦�

申
込
期
間　
５
月
１
日
㈮
～
７
月

10
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　
長
寿
支
援
課
な

ど
に
置
い
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦�

展
示
期
間　
９
月
30
日
㈬
～
10
月

４
日
㈰

◦�

展
示
場
所　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

問
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

 

税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

　

国
税
当
局
で
は
、
税
務
行
政
の
あ

る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
て
、「
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・

徴
収
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
」
お

よ
び「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」

の
３
つ
の
柱
を
基
に
、
税
務
行
政
の

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

『
納
税
者
目
線
』
を
大
切
に
、
各

種
施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、「
あ
ら

ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず

に
で
き
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

e-Tax

の
利
用
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
に
よ
る
納
付
手
続
き
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
務
相
談
な
ど
、
税
務
署

に
出
向
く
こ
と
な
く
手
続
き
が
で
き

る
ツ
ー
ル
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　▲�国税庁

問�

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎（
０
５
７
０
）０
０
５
９
０
１

　

山
鹿
税
務
署�

☎（
44
）２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択

業
を
行
う
民
間
団
体
に
対
し
て
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◦�

募
集
期
限　
６
月
30
日
㈫
ま
で

◦�

対
象
事
業　
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
産
業
、
福
祉
な
ど
に
よ
る
他
市

町
村
や
海
外
都
市
と
の
交
流
事
業

◦�

対
象
者　
市
内
に
活
動
の
拠
点
が

あ
る
民
間
団
体
で
、
国
際
・
地
域

間
交
流
事
業
の
実
績
、
ま
た
は
今

後
継
続
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る

団
体

◦�
対
象
経
費　
交
流
事
業
に
要
す
る

経
費
（
飲
食
に
係
る
経
費
、
交
流

会
な
ど
の
参
加
費
、
お
土
産
代
、

本
市
以
外
の
会
員
に
か
か
る
経
費

な
ど
は
対
象
外
）

◦�

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
、
１
団
体
30
万
円
を

限
度

※�

必
ず
事
業
実
施
前
に
補
助
申
請
を

行
い
、
交
付
決
定
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
交
付
決
定
日
前
に
契
約
・

支
払
っ
た
も
の
は
補
助
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

※�

事
業
完
了
の
日
か
ら
30
日
以
内
、

ま
た
は
令
和
９
年
３
月
12
日
㈮
の

い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
、
実
績

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　▲�山鹿市

問
地
域
生
活
課　

☎（
43
）１
１
１
４

 
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

 
化
推
進
委
員
改
選
の
お
知
ら
せ

　

山
鹿
市
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
任
期
（
３
年
間
）

が
令
和
９
年
１
月
14
日
㈭
を
も
っ
て

満
了
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
た
な

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
公
募
を
８
月
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
「
広
報
や
ま
が

７
月
号
」な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
農
業
委
員
会
の
主
な
業
務

　

・�

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
、

賃
借
、
転
用
な
ど
の
許
可
業
務

　

・�

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

に
向
け
た
利
用
状
況
調
査

　

・�

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積・

集
約
化

　

・
新
規
参
入
の
促
進

◦
委
員
の
定
数
（
33
人
）

　

・
農
業
委
員
14
人

　

・�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
19
人

※�

青
年
や
女
性
の
積
極
的
登
用
に
よ

り
、
多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る

農
業
委
員
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
６
１
４

 �

国
際
・
地
域
間
交
流
事
業

 

補
助
金

　

本
市
の
優
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化

を
生
か
し
た
国
際
・
地
域
間
交
流
事
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お
知
ら
せ

 

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
就
職
に
結
び
付
き
や
す
い
内
容
で

す
。
受
講
料
無
料
で
す
が
、
教
科
書

代
な
ど
が
必
要
で
す
。（
施
設
見
学

会
は
５
月
13
日
㈬
、
28
日
㈭
）

◦
募
集
科
・
募
集
人
員

　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
15
人
）

�　

②
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

　

③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　

④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

◦�

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈮
〜
27
日
㈬

◦
試
験
日
（
筆
記
・
面
接
）

　
６
月
２
日
㈫

◦�

訓
練
期
間　
７
月
１
日
㈬
〜
12
月

23
日
㈬
（
６
カ
月
間
）

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

 

催　
し

 �

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催

　
山
鹿
市
内
で
働
く
人
を
対
象
に
能

力
向
上
、
不
安
解
消
を
目
的
と
し
た

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

【
中
堅
職
向
け
】

５
月
13
日
㈬　

職
場
の
活
性
化
、
相

手
を
動
か
す
伝
え
方
・
話
し
方

 
お
出
か
け
知
事
室
〜
と
も
に

 
未
来
を
語
る
会
〜in

山
鹿
市

　

県
で
は
知
事
が
県
内
市
町
村
に
出

向
き
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
聴
き
、
県
の
政
策
に
速
や
か
に
つ

な
げ
る
た
め
、「
お
出
か
け
知
事
室

～
と
も
に
未
来
を
語
る
会
～
」
を
開

催
し
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
29
日
㈮　

午
後
６
時

〜
８
時
ま
で

◦�

会
場　

Y

ヤ

マ

ガ

A
M
AG
A
 B

ベ

ー

ス

A
SE

◦�

申
し
込
み　

左
記
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
ま
た
は
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
参
加
申
込

書
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

知
事
と
の
対
話
を
希
望
す
る
人
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
15
人

程
度
※
先
着
順
）

※
山
鹿
市
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

※�

傍
聴
者
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

◦�

締
め
切
り　
５
月
13
日
㈬　

午
後

５
時
必
着

　
　
　
　
　
　
　
　

　

▲熊本県　

▲申し込み

問
熊
本
県
広
報
課

　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
６

　
　
　

０
９
６（
３
８
６
）２
０
４
０

　
　
　

�kouhou@
pref.kum

am
oto.

lg.jp

ろ
う
君
も
参
加
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来

城
く
だ
さ
い
。
最
新
情
報
は
、
鞠
智

城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
３
日
㈷
午
前
10
時
開

始
（
午
後
３
時
受
け
付
け
終
了
︶

　

※
荒
天
時
中
止

◦�

参
加
方
法
な
ど　
参
加
は
無
料
で

事
前
申
し
込
み
も
不
要

※�

ス
ケ
ッ
チ
大
会
と
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

は
４
月
25
日
㈯
〜
５
月
10
日
㈰
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　▲�鞠智城

問
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

☎（
48
）３
１
７
８

（
月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

 

看
護
の
日
を
開
催
し
ま
す

　

無
料
で
血
圧
測
定
、
血
糖
測
定
、

体
脂
肪
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
15
日
㈮　

午
前
10
時

〜
正
午

◦�
場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

玄
関
ホ
ー
ル

問�
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

   

☎︵
44
）２
１
８
５

 

さ
く
ら
湯
イ
ベ
ン
ト

菖し
ょ
う

蒲ぶ

湯ゆ

◦�

期
日　
５
月
５
日
㈷

　

菖
蒲
湯
は
邪
気
を
払
い
、
疫
病
を

除
く
も
の
と
し
て
、
古
く
か
ら
5
月

５
日
の
端
午
の
節
句
の
日
に
入
ら
れ

て
い
ま
す
。

※�

使
用
す
る
菖
蒲
は
、
あ
ら
か
じ
め

熱
湯
で
殺
菌
し
、
衛
生
面
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
さ
く
ら
湯
に
入

ろ
う
！

◦�

期
日　
５
月
10
日
㈰

　

お
母
さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め

て
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
親

孝
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

子
ど
も

と
一
緒
に
入
浴
し
た
お
母
さ
ん
に
次

回
利
用
で
き
る
無
料
入
湯
券
を
進
呈

し
ま
す
。

◦�

対
象　
親
子
で
の
利
用
が
条
件
で

年
齢
や
子
の
性
別
は
不
問
で
す
。

※�

入
浴
時
間
は
午
前
６
時
〜
翌
午
前

０
時（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

※
ど
ち
ら
も
入
湯
料
は
必
要
で
す
。

問
さ
く
ら
湯　
　

☎（
43
）３
３
２
６

さ
く
ら
湯
５
月
休
館
日

さ
く
ら
湯
５
月
休
館
日

５
月
５
月
2020
日
㈬
日
㈬

５
月
20
日
㈬　

職
場
に
あ
る
無
意
識

の
偏
見
・
先
入
観
の
解
消

【
管
理
職
候
補
向
け
】

６
月
10
日
㈬　

ク
レ
ー
ム
と
カ
ス
ハ

ラ
へ
の
対
応

６
月
24
日
㈬　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

◦�

時
間　
（
全
回
）
午
後
１
時
半
か

ら
５
時
ま
で

◦�

場
所　
（
全
回
）
市
役
所
４
階

４
０
２
会
議
室

◦
参
加
費　
無
料

　

講
座
１
回
の
参
加
も
可
能
で
、
社

員
研
修
と
し
て
も
利
用
可
能
で
す
。

な
お
、
受
講
に
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

　▲�山鹿市

問
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎（
43
）１
１
９
９

 

Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト

 

み
ん
な
で
お
い
で
よ
！
鞠
智
城

　

歴
史
公
園
鞠
智
城
で
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ス
ケ
ッ
チ
大
会
や
弓
矢
体
験
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
に
八
角
形
鼓
楼
な
ど
の

復
元
建
物
の
内
部
公
開
も
あ
り
、
家

族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
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定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10 時〜正午
 ※�司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

  ※相談時間は１回 30分です。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　５月 11日㈪
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）５月 18日㈪　※要予約
③法律相談　５月 25日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
〇一般相談　５月７日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
〇一般相談　５月 13日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　５月 12日㈫
②法律相談　５月 26日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
①一般相談　５月１日㈮
②司法書士相談（登記関係）
　　　　　　５月 15日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。６月の予約を５月１日
㈮の午前８時半から受け付けます。
【６月相談日】※要予約☎ (43)1576
10 日㈬、17 日㈬、24 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約もできます。
（�右の二次元コードを読み
取ってください）

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　�５月 14 日㈭　　　　　　
　午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

◦日時　５月 12日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問商工政策課　☎ (41)5643

社会保険労務士労働相談

専門の相談員が対応します。
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　５月 13日㈬、20 日㈬、
　　　　27日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　５月 19日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
菊鹿市民センターでの相談を希望す
る人は事前に問い合わせください。

【鹿本市民センター】
◦日時　５月 26日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　５月 12日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052
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秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
※�開催日時が変更になる場合があります。あら

かじめご了承ください。

【フルタイム】　（月額）
①看護師　21万 3500 円～
②レジスタッフ　18万円〜
③介護職員　23万 2400 円～
④調理補助　16万 4377 円〜
⑤自動車部品製造　17万 6200 円〜
⑥金型メンテナンス　20万円〜
⑦ドライバー（２ｔ車）
　28万３千円〜
⑧タクシー乗務員　25万円
【パートタイム】　（時間額）
①ケアワーカー　1220 円～
②医療事務　1100 円～
③ファッション販売　1040 円
④介護職員　1034 円
⑤美容師・理容師　1050 円～
⑥製造職および製造補助　1070円～
⑦縫製・検査・仕上げ　1050円〜
⑧ハウスクリーニング　1150 円
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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３ 問市民課　☎(43)1169

※３月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

うぶごえうぶごえ
山　鹿
　山　鹿

▲

岩﨑　凪
な

季
ぎ

さん　守屋　暖
の

乃
の

さん
　　　　　鈴木大

た

空
く

海
み

さん　戸上　彩
いろ

葉
は

さん
　　　　　松岡　彩

あや

愛
め

さん
　八　幡

▲

長瀬　蒼
そう

志
し

さん
　三　岳

▲

橋本　羽
う

桜
る

さん　
　三　玉

▲

松尾　花
か

音
のん

さん　
　大　道

▲

渡邊　　椋
むく

さん

菊　鹿
　六　郷

▲

阿部　蓮
れん

也
や

さん
　城　北

▲

冨來　璃
り

愛
あ

さん　梅野　結
ゆい

心
な

さん
　　　　　梅野　翔

しょう

太
た

さん
鹿　本
　来　民

▲

福田　友
ゆう

翔
が

さん
鹿　央
　千　田

▲

小坂　真
ま

瑚
こ

さん　廣岡　弥
みつ

來
き

さん

お く や みお く や み
山　鹿
　山　鹿

▲
橋本　太巳さん(74)　緒方スエ子さん(88)

　　　　　金丸　敏美さん(73)　井上　純子さん(79)
　　　　　糸山サチ子さん(86)　友田　啓子さん(92)
　　　　　島田カツ子さん(99)　山下　トメさん(96)
　　　　　前田　邦正さん(86)　原田アキノさん(91)
　　　　　中川　博行さん (89)
　米　田

▲

原田　芳江さん(89)　竹下千惠子さん(93)
　八　幡

▲

山部　君江さん(82)　中原　誠也さん(79)
　　　　　酒井　正敏さん(86)　瀬口　富代さん(81)
　　　　　坂本　正季さん(79)　中原キヨ子さん(88)
　　　　　池田　重幸さん(80)　松林ムツ子さん(95)
　平小城

▲

仲間　善一さん(89)　新堀　信義さん(93)
　　　　　山口　富男さん (86)
　三　岳

▲

堤　　久光さん(81)　下田　一代さん(84)
　三　玉

▲

渕上　武光さん(101)　立山ムツミさん(89)
　大　道

▲

坂本　勝利さん(84)　赤星　正明さん(89)
　　　　　池田　一子さん(98)　渡邊　　晃さん(81)
鹿　北
　岩　野

▲

川上キエ子さん(95)　本村　信助さん(68)
　　　　　松本　實枝さん (88)

　広　見

▲

山下ソエコさん(91)　久和　政信さん(90)
菊　鹿
　内　田

▲

飯川ミツヱさん(92)　早田真須子さん(59)
　六　郷

▲

冨田　行則さん(79)　勢田富士夫さん(58)
　　　　　土田　裕士さん (60)
　城　北

▲

田中　瑞恵さん(49)　松岡　　緑さん(98)
　　　　　松岡扶佐子さん(85)　川辺　武夫さん(91)
鹿　本
　来　民

▲

森山　重久さん(77)　緒方美惠子さん(95)
　　　　　宇土　　修さん(81)　池田タカ子さん(89)
　稲　田

▲

平　　　泉さん(54)　中嶋　隆文さん(50)
　　　　　芹川　一誠さん (90)
　中　富

▲

三丸　法男さん(67)　冨田　昭男さん(92)
　　　　　服部ミユキさん (105)
鹿　央
　千　田

▲

富田　　弘さん(87)　東　　正治さん(91)
　　　　　廣瀨タエ子さん(100)　髙本　幸江さん(70)
　山　内

▲

有働シズ子さん(84)　松川　恵子さん(69)

およろこびおよろこび
山　鹿
　山　鹿

▲

岩切　竜也さん♥有田　怜梨さん
　　　　　小澄　周一さん♥柏倉　早苗さん
　　　　　伊東　　要さん♥片山　未凪さん
　　　　　若杉晃太郎さん♥木村　果鈴さん

　八　幡

▲

新堀　悠平さん♥浦田うららさん
　大　道

▲

西本　惇広さん♥奥松　友泉さん



山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園・
小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　皆さまからの要望を受け、期間限定で鹿本児童館のみ日曜日も開館します。
　６月の梅雨の時期から暑さがやわらぐ10月までの間、室内も含め、ぜひ利用ください！
　◦開館期間　６月～10月　（毎週日曜日）　　
　◦開館時間　午前10時～午後 5時
　◦場　　所　鹿本児童館
　　　　　　　🏠鹿本町来民1536-1　☎（46）4455
　　※月～土曜日は通常通りの開所となります。ホームページで確認ください。
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八幡小学校　☎ (42)8238
自ら考動　やりぬく八幡っ子　～伝統を受け継ぎ、未来へつなぐ～

　本校は創立 151
周年を迎えまし
た。学校教育目標
は「ふるさととひ
とを愛し　自らや
りぬく　八幡っ子
の育成」、児童会ス
ローガンは「笑顔・
協力・挑戦！自ら
考動　やりぬく八幡っ子」とし、地域とともにある学
校づくりを推進しています。４年生は、老人会の皆さ

んとのふれあい活
動や地域や社会福
祉協議会の皆さん
をお招きしての認
知症サポーター養
成講座などを体験
しました。５年生
は、農協青年部の
皆さんに指導をい

ただきながら、田植えや稲刈り体験を行いました。活
動には地域保育園児も一緒に参加していただき、交流
を深めました。このように、地域の皆さんに支えられ
ながら豊かな体験活動を実施することで、ふるさと八
幡を愛する児童を育成しています。また、本校では「こ
どもまん中」の取り組みを推進しています。運動会では、
新たに児童会種目「紅白対抗大玉転がし」を取り入れ、
企画・検討・準備に児童が主体となって携わりました。
このような活動を通して、児童会スローガンの実現に
つなげました。
　これからも、た
くさんの地域の
皆さんとの絆を大
切にしながら、ふ
るさとを誇りに思
い、主体的に活動
できる児童の育成
を目指します。

交流活動

大玉転がし

稲刈り
八幡小学校データ　福島恵

え

美
み

子
こ

校長
　全校児童　186 人

初期 対象者 中期・後期 対象者
５月14日㈭ 令和７年12月 ･令和８年 1月生まれ

８月18日㈫ 令和７年８月～
令和８年１月生まれ７月９日㈭ 令和８年２月 ･３月生まれ

９月10日㈭ 令和８年４月 ･５月生まれ
11月 12日㈭ 令和８年６月 ･７月生まれ

２月16日㈫ 令和８年２月～
７月生まれ１月14日㈭ 令和８年８月 ･９月生まれ

３月11日㈭ 令和８年10月 ･11月生まれ

▲山鹿市

「未来を担うこどもたちが健やかに育つまち山鹿」
〜子育て支援情報〜

★ 離乳食教室に参加しませんか！★ 離乳食教室に参加しませんか！？ ？ ★★

★ 期間限定で鹿本児童館のみ日曜日も開館します！！★ 期間限定で鹿本児童館のみ日曜日も開館します！！  ★★

　山鹿市では、年間を通して離乳食教室を開催します。
　参加者と交流しながら調理実習や試食をし、離乳食への理解を深めます。
　皆さんの参加をお待ちしています！

※申し込み・問い合わせは、山鹿子育て支援センター　☎（43）1270まで
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

問
山
鹿
市
消
防
本
部　
山
鹿
消
防
署　
☎（
43
）１
１
９
1

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「DVD・本どちらをみる？」
　映像作品と、その作品にまつわる本を展
示します。原作本や、映像を元にしたアニ
メ絵本などを集めました。お好みの楽しみ
方で作品を味わってみませんか。
こもれび図書館

「りんごの棚 ご存じですか？」
　「りんごの棚」は、特別なニーズのある人
を対象とした図書館サービスの一つとして
スウェーデンからはじまり、国内でも少し
ずつ広がりをみせています。
特別なニーズにあった利用しやすい形式の
資料や道具を紹介します。

“ポジティブに治療に挑む” －不安でいっ
ぱいの闘病生活を少し和らげてくれるコ
ミックエッセイ。著者家族の実話に基づ
いて描かれています。

【ひだまり】【こもれび】

『夫が白血病になったのですが。』　
　　　花福 こざる /著　　家の光協会

《闘病記》

『AI 味覚センサー』のデータをもとに、食
材の組み合わせや調理方法で食べ物の味
が変わる、さらにおいしさが増す食べ方
やレシピを紹介。

【ひだまり】【こもれび】

『AIが証明 脳がバグる おいしい食べ合わせ
図鑑』

鈴木 隆一 / 監修　　金の星社

《児童書》

図書館の情報は
こちらから

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　 ☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎(48)3111　★鹿央市民センター　☎(36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎(43)1150

休 

館 

日

 ひだまり図書館

11日㈪・18日㈪・25日㈪
※５月４日㈷は特別開館します

 こもれび図書館

13日㈬・20日㈬・27日㈬
※５月６日㉁は特別開館します
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３
20

お祓いの儀の様子

　市役所駐車場の整備工事に伴い、敷地内の樹木の伐採
を実施しました。伐採前には早田順一市長や（株）皆本建
設の皆本正

まさ

一
かず

社長が参列し、お祓の儀を執り行い、長き
にわたり山鹿市を見守ってくれた樹木に感謝の意を表し、
工事の安全を祈願しました。（整備工事は4月から11月）

来庁者の利便性向上を目的に
市役所駐車場整備工事に伴う樹木の伐採

３
18

オンライン交流の様子

　菊鹿中学校生徒と上野中学校生徒会役員がオンライ
ンで交流を行いました。両校は令和５年度から交流を
行っています。今回はお互いの市や学校の紹介のあと、
両市にまつわるクイズ大会が行われ、１問ごとに拍手
や歓声が沸き上がり、活気のある交流となりました。

オンラインでつなぐ友情の橋
宮古島市立上野中学校とオンライン交流

全員で見えを切る様子

　鹿北小の5年生が八千代座で歌舞伎公演を行いまし
た。演目は先輩たちから受け継いできた「白波五人男」で、
かっこよく見えを切る場面では、会場から掛け声が響き
渡りました。音響やアナウンス、緞

どん

帳
ちょう

の開け閉めを子ど
もたちだけで行い、21人全員で堂々とやり抜きました。

プラスワンの挑戦
鹿北小学校八千代座歌舞伎公演

３
11

左から堀田教育長、古庄さん、三森一
かず

幸
ゆき

生涯学習・スポーツ課長

　古庄敏
とし

和
かず

さん（鹿本町）は、山鹿市における社会教育
活動を推進するため、10年間の長きにわたり社会教育
委員として社会教育の振興に力を尽くしてこられまし
た。この度、その功績が認められ文部科学大臣表彰を
受賞されました。

山鹿の地域づくりに尽力
令和７年度社会教育功労者全国表彰

３
23

３
13

左から三浦事務局長、早田市長、同団体の西島喜
き

義
よ し

会長

　熊本の文化振興に大きく貢献したとして、アール・ブ
リュットパートナーズ熊本（事務局は障害者支援施設愛隣
館）がくまもと県民文化賞を受賞しました。表彰式は熊本
県庁で行われ、団体の三浦貴

たか

子
こ

事務局長は「これからも作
家の幅広い活動を全力で支援していきたい」と話しました。

障がいのある人たちの芸術活動を長年支援
第36 回くまもと県民文化賞を受賞

３
26

左から堀田教育長と西岡組合長

　ＪＡ鹿本から市内の小学５年生に「農業とわたしたちの
くらし」が贈られました。平成20年度から続くこの取り組
みは、子どもたちが食や農業への理解を深めることを目的
としており、西岡裕

ゆう

治
じ

組合長は「米への関心が高まる中、
農業に興味を持ち理解を深めてほしい」と述べました。

食と農への理解を深める１冊を
市内小学５年生へ補助教材本約500 冊を贈呈
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お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ

８
３

入隊予定者７人と関係者の皆さん

　八千代座交流施設において、山鹿市からの自衛隊入
隊予定者に対する激励会（主催：山鹿市自衛隊家族会、
隊友会山鹿支部）が開催されました。激励会には、早田
市長、榮樂光

みつ

浩
ひろ

自衛隊熊本地方協力本部副本部長をはじ
め関係者が出席し、入隊予定者を激励しました。

入隊への強い決意と地域への感謝
自衛隊入隊予定者激励会を開催

２
３

入賞作品 賞状

　選挙に対する小中学生、高校生の関心を高め、明るい
選挙の呼びかけを目的とした同コンクールポスターの
部で、県内248点の応募の中から鹿央町の笠立絵

え

莉
り

さ
ん（トライ式高等学院２年）が描いた作品が、県選挙管
理委員会による審査の結果、見事入賞されました。

熊本県の部で入選！
明るい選挙啓発作品コンクール ３

３

左から新羽寿
ひさ

夫
お

支部長、野中さん、早田順
じゅん

一
いち

市長、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長

　スポーツウェルネス吹矢山鹿中央支部に所属する野
中由

ゆ

美
み

さんは、東京都で開催された全国大会に出場し、
見事優勝を果たしました。優勝報告のために市役所を
訪れ、市長の前で吹矢を実演。放たれた矢が的に命中
すると、その集中力と妙技に大きな拍手が起こりました。

全国制覇の一矢
第１回全国スポーツウェルネス吹矢60 大会　優勝

７
３

稔の神での踊りの様子

　長坂厳島神社で五穀豊穣を願ったなれなれなすび踊
りが奉納されました。神事と直会の後、保存会の踊り
手６人が、歌い手10人と太鼓の打ち手４人の音調に合
わせ、太鼓の周りを回りながら踊りました。その後、千
田川堤防沿いの稔

とし

の神まで移動し踊りを奉納しました。

先人たちから受け継がれてきた踊り
なれなれなすび踊り奉納 ８

３

防災士の話を聞く子どもたちと保護者の皆さん

　菊池川の啓発活動を行っている菊池川育てねっとが、
子どもたちに防災・治水の大切さを知ってもらおうと、
菊池川河川敷でイベントを開催しました。子どもたち
は、防災士の話を聞いたり、クイズを解きながら河川敷
のゴミ拾いをしたり、楽しく学んでいました。

防災について楽しく学ぼう！
おにぎりさんぽ®　菊池川育てねっと

８
３

豊前街道を歩く参加者の様子

　市民の日常的な運動習慣の定着を目的に、健幸ウォー
クが開催されました。参加者は、さくら湯をスタート・
ゴールとして、往復5.5㌔の道のりを歩きました。友人
と話したり、一人で景色を楽しんだりしながら、それぞ
れのペースでウォーキングを楽しんでいました。

健幸目指してみんなで歩こう！
山鹿健幸ウォーク2026



●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月２ヶ月前の25日（25日が休日の場合は前
の平日）です。

●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。
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投
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の
ペ
ー
ジ

 

大
内
暢の

ぶ

仁ひ
と

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

親
子
で
楽
し
め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ク
イ
ズ

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

動
物
や
植
物
に
関
す
る
曲
を
集
め
、
雑

学
ク
イ
ズ
と
一
緒
に
演
奏
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
23
日
㈯

　

午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）

◦�

入
場
料　
大
人　
　
　
　
　

２
千
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　
　
　

千
円

　
　
　
　
　

親
子
ペ
ア　

２
５
０
０
円

 

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
お
知
ら
せ 

N

ナ

オ

AO
 R

ロ

ー

ズ

O
SE G

ガ

ー

デ

ン

ARD
EN

  

　

バ
ラ
60
数
種
と
草
花
が
あ
り
ま
す
。
当

日
は
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
の
ぼ
り
旗
を

立
て
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

N
AO
 RO
SE G

A
RD
EN

 

九
日
町
聖
天
祭
夜
市

九
日
町
商
店
街

　

毎
年
８
月
に
開
催
し
て
い
た
七
夕
聖
天

祭
を
、
猛
暑
な
ど
を
考
慮
し
て
５
月
に
聖

天
祭
夜
市
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
15
日
㈮　

午
後
６
時
〜

◦�

場
所　
湯
の
端
公
園

※
雨
天
中
止

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
今
村
）

☎（
43
）３
５
１
５

クイズコンサート
申し込みメール

 G
O

 to Forest!
 

ゆ
う
き
の
森
ツ
ア
ー
２
０
２
６

株
式
会
社
ゆ
う
き  

　

鹿
北
町
に
広
が
る
樹
齢
百
年
の
あ
や
杉

の
森
で
、
五
感
を
ひ
ら
き
、
森
の
空
気
を

感
じ
な
が
ら
歩
き
ま
せ
ん
か
？　

木
こ
り

の
森
の
お
兄
さ
ん
と
、
シ
ダ
好
き
し
だ

ち
ゃ
ん
が
森
を
案
内
し
ま
す
。
鹿
北
で
工

房
と
劇
場
を
オ
ー
プ
ン
し
た
【
ピ
エ
ロ
ッ

ク
一
座
】
も
登
場
し
ま
す
！　

森
に
木
霊

 

映
画「
骨
な
し
灯
籠
」
特
別
上
映

熊
本
や
ま
が
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

◦�
日
時　
５
月
２
日
㈯

　

①
午
前
10
時
〜
（
日
本
語
字
幕
付
き
）

　

②
午
後
２
時
〜　

③
午
後
６
時
〜

※
開
場
は
各
回
の
30
分
前

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

入
場
料　
大
人　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
・
高
校
生　

千
円

　
　
　
　
　

小
学
生　
　

５
０
０
円

※
支
払
い
は
当
日
現
金
の
み
。
全
席
自
由
席

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
熊
本
や
ま
が
映
画
プ

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
　
　
　

☎（
41
）５
５
６
６

す
る
音
楽
と
あ
や
つ
り
人
形
劇
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
み
ど
り
の
日
は
ゆ
う
き
の

森
に
木
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
世
界
・
日
本
各
地
で

開
催
のG

otoForest!2026

に
参
画
し

て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
４
日
㈷

　

第
一
部　

午
前
９
時
半
〜
正
午

　
　
　
　
　
（
受
け
付
け
９
時
〜
）

　

第
二
部　

午
後
１
時
半
〜
４
時

　
　
　
　
　
（
受
け
付
け
１
時
〜
）

※
各
部
と
も
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
で
す
。

◦�

場
所　
ゆ
う
き
の
森
（
鹿
北
町
岩
野
）

◦�

参
加
費　
大
人（
中
学
生
以
上
）４
千
円

　
　
　
　
　

小
学
生　
　
　

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

未
就
学
児　
　
　
　
　

千
円

　
　
　
　
　

３
歳
以
下
無
料

◦�

申
し
込
み　
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
も
こ

ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

☎
０
８
０（
４
０
３
８
）５
５
１
７

◦
場
所　
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ

　
（
鹿
本
町
来
民
１
５
１
３
）

�

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎︎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

※�

末
尾
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

バ
ッ
ハ
へ
の
道
そ
し
て
バ
ッ
ハ
か
ら
の
道

　

チ
ェ
ン
バ
ロ
や
オ
ル
ガ
ン
の
名
曲
を
、

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
研
究
す
る
大
内
さ
ん
に

よ
る
ピ
ア
ノ
で
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
24
日
㈰

　

午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）

◦�

入
場
料　
大
人　
　
　

３
千
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

千
円

　
　
　
　
　

ペ
ア　
　
　

５
千
円

◦
場
所　
天
聽
の
蔵

�

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
北
原
）

☎︎
０
９
０（
４
９
８
５
）９
３
６
３

※�

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

申し込み

　
（
鹿
北
町
岩
野
４
４
９
１
|
３
）

◦�

入
場
料　
無
料

※�

バ
ラ
の
咲
く
時
期
が
ず
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
堤
）　　
　
　

 　

☎
０
９
０（
３
０
７
０
）４
４
７
５

バッハへの道
申し込みメール
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投
稿
の
ペ
ー
ジ

今月の
５月

【�見学ができない日】
　上記の日、および 17 日㈰、27 日㈬、30 日㈯の午後
は見学できません。
　※�２日㈰〜６日㉁は見学できます。また、20 日㈬〜

23 日㈯の午前中は、舞台裏見学ができます。
　八千代座見学
入館料  大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時  �７日㈭、11 日㈪、12 日㈫、14 日㈭、25 日㈪、

26日㈫、28日㈭（午前10時半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。詳し
くは、山鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

開催日 行　事　名 時間 料金
２日㈯
〜６日㉁ 八千代座芸能観光「よへほ」 日中 有料

13日㈬ 休　館　日 – –
19日㈫
〜23日㈯ 坂東玉

たまさぶろう

三郎　特別公演 午後 有料

24日㈰ 春風亭昇
しょうきち

吉　独演会 午後 有料

31日㈰ どんぶり大王バンドショー 午後 有料

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004 観光協会

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　老いぼれ男　五人衆　水墨画展
　�春山千

ち あ き

章さん、池田隆
たか

晴
はる

さん、井出昭
あき

洋
ひろ

さん、井村清
せい

治
じ

さん、星子悦
えつ

郎
ろう

さんの作品を展示します。
　期間：５月１日㈮〜15日㈮
　※５日㈷、６日㉁営業、４日㈷は休み
▶後期　山鹿市鹿本文化協会絵画クラブ展
　�大道滝

たき

子
こ

さん他８人が描いた絵画約20点を展示します。
　期間：５月16日㈯〜 30日㈯
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　日曜定休

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶竹友の会　個展
　横手巧

たくみ

さん（山鹿市）の竹工芸や花かご、ザルなどを
　展示します。
　期間：５月１日㈮〜31日㈰
◉時間：午前10時〜午後４時半　※月曜休館

 

う
た
ご
え
広
場
　
ご
案
内 う

た
お
う
会  

　

参
加
者
全
員
で
一
緒
に
歌
を
歌
う
こ
と

で
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
！

◦�

日
時　
毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

場
所　
ゆ
〜
く
ん
ち（
元
来
民
郵
便
局
）

◦�

参
加
費　
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
古
庄
）　　
　
　

 

☎（
46
）４
０
８
８

 

生
バ
ン
ド
シ
ョ
ー

 B
and Show

 in YA
M

A
G

A

ウ
イ
ン
グ  

　

昭
和
歌
謡
か
ら
懐
か
し
い
洋
楽
ま
で

　

昭
和
の
あ
ん
頃
な
ん
し
ょ
っ
た
？
！

◦�

日
時　
５
月
31
日
㈰

　

午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）

◦�

場
所　
八
千
代
座

◦�

入
場
料　
前
売
り　

３
９
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日　
　

４
２
０
０
円

◦�

出
演　
ど
ん
ぶ
り
大
王　

他

◦�

チ
ケ
ッ
ト　
左
記
問
い
合
わ
せ
先
に
電

話
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

（
横
溝
）☎
０
８
０（
５
２
０
２
）０
４
５
３

（
ウ
イ
ン
グ
）

☎︎
０
８
０（
６
４
０
０
）５
１
１
１

 

風
待
月
コ
ン
サ
ー
ト

H
FC

（h

ハ
ッ
ピ
ー

appy f

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ス

eelings c

ク
ル
ー

rew

）

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
好
き
な
シ
ニ
ア
バ
ン

ド
で
す
。
山
鹿
で
結
成
し
て
５
年
目
に
な

り
、
八
千
代
座
交
流
施
設
で
は
４
回
目
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
昭
和
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
、
心
の
旅
や
青
春
の
影
、
サ

ボ
テ
ン
の
花
を
移
ろ
い
ゆ
く
景
色
と
自
然

の
美
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く
聴
い

て
み
ま
せ
ん
か
？　

入
場
無
料
で
す
。

◦�

日
時　
６
月
７
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

◦
場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
喫
茶
「
麻ま

櫂か
い

」
田
中
）

☎（
43
）２
４
１
４

 

お
も
て
な
し
こ
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�
日
時　
５
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
半
～
11
時

◦
場
所　
湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　
無
料

◦�

出
演　
メ
リ
ー
ホ
ッ
パ
ー
ズ
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
山
鹿
中

太
鼓
部
、
ま
こ
と
お
姉
さ
ん
＆
ド
レ
ミ

き
っ
ず
、
吉
永
フ
ラ
タ
ヒ
チ
ア
ン
、
二

代
目
井
出
裕
美
香
会

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
村
）

☎
０
９
０（
５
３
８
１
）１
３
６
４
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短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
三
月
例
会

●
竹
下
賀
松
選

●
桑
原
真
覚
選

き
ゃ
ァ
忘
れ
　
焼
き
付
か
せ
と
る
芋
煮
し
め

古
川
　
茶
子

力
不
足
　
と
う
と
人
手
に
渡
る
げ
な戸

田
　
蔵
人

や
っ
と
か
っ
と
　
〆
切
り
間
近
か
間
に
合
う
た

菊
川
　
春
風

年
度
末
　
転
任
先
は
ど
こ
で
す
か

金
光
　
菊
女

や
っ
と
か
っ
と
　
遺
産
相
続
片
付
い
た

荒
木
ト
ン
ボ

年
度
末
　
辞
令
は
嬉
し
涙
か
い

藤
本
　
白
扇

あ
ほ
ら
し
か
　
減
反
し
て
の
米
輸
入長

瀬
　
狂
介

力
不
足
　
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
す黒

田
　
如
水

力
不
足
　
落
選
も
良
か
肥
し
ば
な

五
十
嵐
竜
五
郎

や
っ
と
か
っ
と
　
大
学
だ
け
は
出
ま
し
た
が

鳥
巢
万
年
青

鹿
本
町
短
歌
会
　
三
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

百
四
歳
は
百
回
春
秋
こ
え
し
こ
と
手
の
表
裏
を
ば
撫
で
つ
つ
偲
ぶ�

中
川
　
晶
子

久
び
さ
の
小
国
の
町
よ
道
の
駅
傍
へ
に
ひ
そ
と
名
残
の
線
路�

松
山
　
恭
子

花
ミ
モ
ザ
寒
ゆ
る
び
来
て
解ほ

ぐ

れ
咲
く
庭
の
真
中
に
美
し
き
黄
の
色�

今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

稲
株
は
冬
枯
れ
に
し
て
雀
・
鴨
・
烏
が
集
う
褥し

と
ね

の
ご
と
く�

下
田
　
克
子

登
園
の
五
分
で
つ
な
ぐ
吾
子
の
手
が
大
き
く
な
っ
た
と
感
じ
る
新
春�

米
原
　
秀
一

雪
ま
と
い
枝
垂
れ
小
梅
と
水
仙
と
競
い
て
立
て
り
冬
大
舞
台�

堀
田
　
恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

山
桜
倒
れ
て
尚
も
咲
か
む
と
す
人
吉
の
意
地
重
ね
て
思
う�

上
田
　
義
之

早
春
の
風
ま
だ
冷
た
き
に
蕗
の
と
う
春
告
げ
る
ご
と
顔
の
ぞ
か
せ
り�

古
川
　
恵
子

た
く
さ
ん
の
夕
餉
に
並
ぶ
た
け
の
こ
煮
し
め
春
の
訪
れ
我
が
家
の
合
図�

北
原
　
千
鶴

菊
鹿
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

白
木
蓮
卒
業
式
後
の
生
徒
ら
の
頭
上
に
拡
が
る
気
高
き
意
志
よ�

渕
上
　
修
次

●
渕
上
修
次
選

ふ
る
里
の
垣
根
の
あ
や
め
咲
き
乱
れ
微
笑
む
母
に
夢
で
逢
え
た
り�

渕
上
ヨ
シ
子

ト
ラ
ン
プ
を
ア
メ
リ
カ
議
会
止
め
て
く
れ
世
界
秩
序
は
ア
メ
リ
カ
の
手
で�

谷
口
　
安
徳

鹿
北
河か

鹿じ
か

会
　
二
月
例
会

●
互
選
句

俳
　
句

俳
　
句

欠
席
　
世
話
人
さ
せ
ち
み
る
と
よ
か

古
川
ひ
ろ
み

ひ
ょ
っ
と
し
て
　
私
百
ま
で
生
き
る
か
も宮

園
す
ま
子

お
か
げ
さ
ま
　
何
ば
食
べ
て
ん
う
ま
か
ば
い

井
上
　
正
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

声
と
け
て
風
の
電
話
や
春
の
波�

松
本　
清
子

植
木
市
行
き
交
う
人
も
う
き
う
き
と�
松
本
香
代
子

春
暖
や
雑
草
の
根
の
長
き
こ
と�
荒
木　
洋
佑

山
野
草
芽
吹
き
始
め
た
山
路
か
な�

工
藤　
　
保

山
鹿
俳
句
会
　
四
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

同は
ら

胞か
ら

に
会
へ
し
安
堵
や
春
の
夢�

光
永　

紀
子

ユ
ニ
コ
ー
ン
は
ま
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
春
炬
燵�

松
下　

圭
士

た
を
や
か
に
風
に
流
る
る
若
柳�

角
田　

紘
子
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＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 166 人減りました 47,068 人
男性 65 人減りました 22,300 人
女性 101 人減りました 24,768 人
世帯数 4世帯増えました 22,072 世帯
〜14歳 10.9 ％ 5,137 人
15歳〜64歳 49.4 ％ 23,247 人
65歳〜 39.7 ％ 18,684 人

３月末現在 (増減は前月末比 )

■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
秘
書
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
3　

　
　
　
　
　
　
☎
0968（

43）1110　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

2026
（

令
和

８
年

）　M
ay　

N
o.305

あ
と
が
き

山鹿市の魅力や
情報を発信中！
←二次元コードから
　登録ください！

山鹿市公式 YouTube

５

やまが職業相談総合センター
　どなたでも仕事探しや職業相談などができる「やまが職業相談総合センター」を
鹿本地域振興局（山鹿市役所北側）１階に開設しています。相談者一人一人に
応じたきめ細かな就労支援を行っています。

開設日時
�平日の午前 10時〜午後５時
（予約制。土・日・祝日、年末年始は休み）

業務内容
�職業相談のほか、適性診断・履歴
書作成支援・面接対策・求人開拓
などを行います。

　上記のほか、たまな若者サポートステーション（厚生労働省・熊本県委託事業）による就労
相談会（15〜 49歳対象）も鹿本地域振興局３階小会議室で実施中です。専門の相談員が対
応します。
開設日時：毎月第１･第３金曜日　午前10時〜午後４時（祝日を除く）
問たまな若者サポートステーション　☎0968(74)0007

たまな若者サポート
ステーションHP

就職でお悩みの人はご相談を！

ジョブカフェ・鹿本ブランチ
☎ (44)7520

開設日時　
�平日の午前９時半〜午後５時（土・日・祝日、
年末年始は休み）

業務内容
�求人情報の閲覧・印刷ができるほ
か、相談員が職業相談や職業紹介
を行います。 ハローワーク菊池

ＬＩＮＥ
ジョブカフェ・
ブランチＨＰ

山鹿市地域職業相談室
☎ (43)1724

問商工政策課　☎(41)5643

★️
よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
て
き

た
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

夏
日
に
な
る
日
も
あ
り
、
暑
さ

で
体
力
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
予
防
に
も
あ
る
よ
う
に
、

今
の
う
ち
か
ら
少
し
ず
つ
で
も

汗
を
か
く
ぐ
ら
い
の
運
動
を
し

て
、
真
夏
に
向
け
て
体
を
慣
れ

さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

ま
ず
は
体
調
管
理
を
一
番
に
考

え
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
撮
れ
る
よ
う
に
取

材
を
が
ん
ば
り
ま
す
。（
陽
）


